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〔 ごあいさつ 〕

謹んで新年の慶賀を申し上げます

CONTENTS

表紙絵のことば（題名）女神と巳

令和７年は巳年です。巳（蛇）は神の使いとも言われ、
信仰されています。
年の始めに明るい未来を感じられる年になりますよう
期待して願っています。
世の中が平和でいられますよう復活と再生を望み皆様の
ご多幸を心からお祈りいたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　中田 世津子
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国税局年頭挨拶
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ル・トランスフォーメーション）」は、こうした変
化に対応するための取組の一つであり、これま
で以上に納税者の皆様の目線に立ち、日常使
い慣れたデジタルツールから簡単・便利に手
続を行うことができる環境構築や、データ活用
を基軸とした調査・徴収事務運営など、「納税
者の皆様の利便性の向上」、「課税・徴収事務
の効率化・高度化」を進めてまいります。
　更に、税務行政のデジタル化と併せて、法人
会をはじめとする関係民間団体の皆様や関係
省庁とも連携を図りながら、「事業者のデジタ
ル化促進」にも取り組み、社会全体のＤＸ推進
に貢献してまいりたいと考えております。
　本年も、法人会の皆様との信頼関係をより
深いものとし、これらの取組を進めてまいりた
いと考えておりますので、一層の御協力を賜り
ますようお願い申し上げます。
　結びに当たりまして、公益社団法人小牧法
人会の更なる御発展と、会員の皆様の御健勝
並びに事業のますますの御繁栄を祈念いたし
まして、年頭の御挨拶とさせていただきます。

　令和７年の年頭に当たり、公益社団法人小
牧法人会の皆様に謹んで新年の御挨拶を申し
上げます。
　会員の皆様には、平素から税務行政につき
まして深い御理解と格別の御協力を賜り、厚く
御礼申し上げます。
　公益社団法人小牧法人会におかれましては、
税のオピニオンリーダーとして、「租税教室」や
「税に関する絵はがきコンクール」といった税
の啓発活動のほか、地域社会への貢献活動を
実施していただいております。
　私どもにとりましても、皆様のこうした活動は、
大変心強いものであり、社本会長をはじめ、役
員の皆様並びに会員の皆様の日頃の御尽力
に対しまして、心から敬意を表する次第であり
ます。
　昨年は、物価の高騰や気候変動の影響など
を強く感じた一年でしたが、パリオリンピック・
パラリンピックでの多くの日本人選手の活躍や、
スポーツ選手の海外での活躍など、大変喜ば
しい出来事もありました。
　このような中、新しく迎える年が、会員の皆
様にとって充実した年となりますことを祈念い
たしますとともに、公益社団法人小牧法人会が
引き続き魅力ある事業活動を展開され、会員
企業と地域社会の発展に一層の貢献をされま
すことを御期待申し上げます。
　私どもといたしましては、本年も引き続き、
「納税者の自発的な納税義務の履行を適正か
つ円滑に実現する」という使命を果たすために、
グローバル化やデジタル化の進展等の経済社
会の変化に柔軟に対応し、様々な課題に的確
に対応していくことが重要であると考えており
ます。
　国税庁が推進する「税務行政のＤＸ（デジタ

名古屋国税局　課税第二部長

堀　内　誠一郎 氏

国税局年頭挨拶



社 本 光 永 会長
小牧法人会

相 澤 秀 志 署長
小牧税務署

新春対談新春対談
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　新年あけましておめでとうございます。
　本年も広報委員会で相澤小牧税務署長と社本小
牧法人会会長の新春対談を企画しましたのでよろしく
お願いします。

・お正月はいかがお過ごしでしたか
　年末年始は、子供たちが数日間遊びに来てくれまし
たが、ほとんどは妻と二人でとにかく穏やかに過ごさせ
ていただきました。趣味の船釣りにでも行きたいなと思っ
ていたのですが、新年早 に々殺生も何かと思い自重しま
した（本当は、妻に先制パンチで「どうせ行っても釣れな
いでしょ」と言われたことが理由です。）。
　正月の思い出となりますと、数年前の下田署勤務（伊
豆半島）の際は、単身赴任中でしたがコロナ禍というこ
とで、妻を下田に呼んで、観光客がいない静かな港町
でのんびり正月休みを過ごせたことで、何よりのリフレッ
シュになったことです。

・署長にご就任されて半年、小牧署管内の印象は
どうでしょうか
　管内地域の特色は、ハイウエイが結節する交通の要
衝にあり、製造用機械部品や航空機・宇宙産業等の最
先端部品を含む様 な々業種の製造工場や大規模な物
流拠点が並ぶ工業地域のほか、名古屋のベットタウン
として高蔵寺ニュータウンといった大規模団地などの住
宅・商業地域、さらには国宝犬山城に代表されるような

社 本 光 永 会長
小牧法人会

相 澤 秀 志 署長
小牧税務署

史跡や五条川の桜
並木などの四季折々
の名所にも恵まれる
観光地域といった、
多様な地域性を有し
ている素晴らしいとこ
ろであると感じていま
す。ただ反面、交通
網が名古屋を中心
に放射状に伸びてい
る関係からか、管内

地域間の交流は希薄な面もあるかと思っています。
・小牧法人会の活動について
　管内の特色とは相反し、小牧法人会の活動は適正
な申告納税の実現や税知識の普及・納税意識の涵養
を図るための啓発活動に、社本会長を中心に業種や
地域の垣根を越え結束され、献身的かつ懸命に取り組
まれており、大変感謝しております。
 折しも、今春には昭和30年に小牧法人会が発足され
一般社団・公益法人化を経て創立70周年を迎えられま
すが、一般社団化時の会員数が2,600社だったものが、
現在では4,800社にもなり愛知県下有数の大法人会と
なられています。
　地域社会に根ざした公益性の高い会活動をきめ細
やかにされており、特に青年部会が中心となって取り組
まれている「租税教室」は、際立って開催回数が多く内
容もクイズや討論の時間を設けるなどニーズに沿った創
意工夫をされています。

新春対談

小牧署管内の印象

新年を迎えて新年を迎えて
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　我々税務当局が任務を果たすためには、税務調査
や滞納整理といった職員でなければできない業務をし
っかりとやり遂げる必要がありますが、納税道義の高揚
といった当局だけでは成し得ないことを実践いただいて
いる法人会のご尽力には深く感謝申し上げる次第です。
　

　現在、私どもが大きな課題としている税務行政のDX
に伴う「確定申告」、「キャッシュレス納付」、「事業者の
デジタル化促進」の３点について、ご協力をお願いした
いことがあります。
　国税組織の一番大切な使命は「納税者の自発的な
納税義務の履行を適正かつ円滑に実現する」、それを
支えることだと考えています。
　また、変化する経済社会に即して納税環境の整備
や効率的な仕事を行い、納税者の皆さんの期待に応え
るためには、税務行政のデジタル化を進めていくことか
と思っています。
　デジタル化は３本の柱があり、第一が「納税者の利
便性の向上」、第二が「課税・徴収の効率化・高度化」、
第三が「事業者のデジタル化の促進」です。
　第一の柱の「納税者の利便性の向上」については
「あらゆる税務手続きが税務署等に行かずにできる社
会」というものを目指していまして、間もなく始まる「確定
申告」に関しては、令和５年分からｅ-Ｔａｘとマイナポータ
ルの連携により、オンラインで提出された給与情報等を
申告書へ自動入力することが可能になりました。さらに、
本年からは所得税のすべての画面でスマホでも操作し
やすい画面（マルチデバイス化）がスタートします。
　スマホ申告がますます便利になり、マイナポータルと連
携すれば、給与所得＋医療費控除や寄附金控除（ふ
るさと納税）の申告では、「書かない確定申告」ができ、
申告内容もより正確なものになります。会員の皆さんはも
とより従業員の方 に々も周知いただければ幸いです。
　その他、納税の方法につ
いても、税務署の窓口や金
融機関の窓口に行かずに
納税ができるキャッシュレス
納付（振替納税・ダイレクト納
付・インターネットバンキング
利用・スマホアプリ納付・クレ
ジット納付）をお勧めしており
ます。

　第二の柱の「課税・
徴収の効率化・高度
化」は、データ分析や
ＡＩを活用した効果的
な税務調査や滞納整
理を進めていくというも
ので、第三の柱の「事
業者のデジタル化の
促進」は、税務行政と
しても、事業者の方々
が会計・経理全体の
デジタル化を進めていただくことで、単純誤りの防止や
正確性を向上させ事務の効率化につながるようサポー
トをしていくというものです。
　いずれにしましても、税務行政のＤＸに向け必要な施
策に取り組んでまいりますが、法人会の皆さんにお力添
えいただければと思います。

　繰り返しになりますが、小牧法人会は、長きにわたり、
税のオピニオンリーダーとして租税教育活動を中心に
正しい税知識の普及と納税道義の高揚に多大な貢献
をいただくとともに、公益法人として地域社会に根ざした
各種研修会や講演会などの公益性の高い活動を展開
されており、役員の方 を々はじめ会員の皆様方の熱意と
ご尽力に対し、深い敬意と感謝の意を表する次第でご
ざいます。
　税務行政は、申告納税制度の上に成り立っており納
税者の皆さまのご理解と信頼が不可欠です。税務署
からは毎回お願いばかりとなってしまいますが、今後も法
人会の皆様方と連絡・協調を密にしながら、適切な対
応に努めてまいりますので、昨年に引き続き本年もご理
解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。また、
種 ご々要望などがございましたら、何なりとお申し付け下
さればと思います。

今、税務署長さんとして納税者の
皆さんにお願いしたいことはありますか

法人会に対してメッセージ
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　令和６年11月８日名鉄小牧ホテルにおいて、小牧税務署管内の令和６年度納税納税
表彰式が開催され、納税意識の高揚と納税知識の普及に功績のあった方々に対して表彰
が行われました。
　法人会関係の受賞者は、小牧税務署長表彰３名、小牧税務推進協議会長表彰６名の方
々です。

㈱清水屋
清水隆行氏

㈲水野鉄工所
水野 佐江子氏

安井建設㈱
安井浩一氏

（五十音順）

小牧税務署長表彰

納税表彰



㈱江南工業所
杉本規郎氏

㈱サンポー
鈴木直仁氏

㈱丹羽工務店
丹羽智哉氏

㈱扶桑クリーン社
大島敏行氏

唱和工業㈱
風岡明憲氏

㈲貞方製作所
貞方智子氏

（五十音順）

小牧税務推進協議会長表彰

7

秋の叙勲
おめでとうございます

旭日小綬章
松永種苗㈱

松永金次郎氏
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　第40回法人会全国大会が10月３日、鹿児島県鹿児
島市の城山ホテル鹿児島で開催され、全国の法人会か
ら約1,700名が集いました。
　本会からは、社本会長はじめ松永、松山、木野瀬、松
浦、今川副会長、宮崎専務理事及び近藤前専務理事の
８名が参加しました。式典では、奥達雄国税庁長官を
はじめ、塩田康一鹿児島県知事ほか各方面から多くの
ご来賓の皆様をお迎えして開催されました。
　大会では、令和７年度税制改正スローガンとして、
「『金利のある世界』が到来。新たな財政再建目標の策
定を！」、「企業への過度な保険料負担を抑制し、経済
成長を阻害しない社会保障制度の確立を！」、「人手不
足など厳しい経営環境を踏まえ、中小企業の活性化に
資する税制措置を！」、「中小企業は地域経済と雇用の
担い手。本格的な事業承継税制の創設を！」を掲げて、
法人会が取りまとめた税制改正に関する提言が実現さ
れるよう強く求めました。　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局／記

　われわれ法人会は、「税のオピニオンリーダーたる経営者の団体」として、「税制改正に関する提言」
や「租税教育」、企業の税務コンプライアンス向上に資する「自主点検チェックシート」の普及など、税を
中心とする活動を全国で積極的に展開し、広く社会へ貢献している。
　我が国経済は、株式市場における最高値の一時更新や高水準の賃金上昇率を記録したほか、長年に
わたるデフレからの完全脱却が目前に迫るなど、大きな転換期を迎えている。　
　一方、中小企業では少子高齢化と人口減少に伴う人手不足が深刻化しており、こうした構造的課題
の解決に向けた税・財政政策など、民間の活力を最大限引き出すための新たな戦略が求められる。
　しかし、主要先進国で最も悪化していた我が国の財政状況は、コロナ禍を経て債務残高がさらに増
加した。財政健全化は、安定的な経済成長と日本経済の持続可能性を高めるための国家的課題と改め
て認識すべきである。
　さらに本年、日本銀行は物価上昇に対応して異次元の金融緩和を終了し利上げに踏み切った。「金利
のある世界」への回帰を踏まえ、安定的な税・財政運営のためにも新たな財政再建目標の策定が急務
である。
　地域経済や雇用の担い手である中小企業は、地域活性化の中心的な役割を担っている。地方創生を
支える観点から事業継承を含め、きめ細かな税財政上の支援が必要であり、法人会は、「中小企業の活
性化に資する税制」、「事業継承税制の抜本的改革」等を中心とする「税制改正に関する提言」の実現を
強く求めるものである。
　創設以来、納税意識の向上に努めてきた法人会は、全国の会員企業の総意として、以上宣言する。

■と き／令和6年１０月3日㈭　■ところ/城山ホテル鹿児島
第４０回 法人会全国大会「鹿児島大会」

大 会 宣 言

令和6年10月3日
全国法人会総連合　全国大会

全法連だより

本部だより
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■ところ／小牧商工会議所会館　大会議室
決算説明会　新設法人説明会

■とき／令和６年11月11日㈪・11月18日㈪　■ところ／小牧勤労センター・グリーンパレス春日井
定額減税説明会

　令和６年度税制改正に伴い、令和６年分所得税について定額による所得税額の特別控除（定額減税）が実施さ
れることとなりました。この手続きには、毎月の給与等から控除する「月次減税」と年末調整の際に精算する「年調
減税」があり、特に年末調整事務において例年とは異なる部分があることから、年末調整に係る給与事務を適切に

行えるよう小牧法人会の全会員を対象に説明会を実施いたしました。
　講師は、小牧税務署から源泉所得税の専担者をお迎えして、小牧勤労センター及びグリーンパレ
ス春日井の会場にて、午前・午後1回の計４回実施し、①年末減税の対象となる人の確認のポイン
ト、②年調減税額のポイント、③年調減税額の控除及び年税額の計算のポイント等について詳しく
説明していただきました。
　研修会終了後は、個別に質疑応答の時間も設け、多数の質問者に対応しました。
　研修参加者からは、年調事務について大変参考となったとの意見が寄せられました。
　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局／記

■とき／令和６年11月28日㈭　■ところ／ウィンクあいち
「大規模法人研修会」開催　

　小牧法人会では、税知識の普及を目的とする事業として、決算期を迎える
会員企業様を対象に、決算と申告が適切に行えるよう小牧税務署から講師
をお迎えして、年７回開催しています。
　また、新設法人説明会は、小牧税務署と共催で新しく法人
を設立された皆様に正しい申告と納税をしていただくため、
税務署担当官から法人税、消費税、印紙税、マイナンバー制
度及び源泉所得税の基本的な事項について説明していた
だき、法人会からは、組織委員会のメンバーが法人会の活動
や入会のメリットなどを紹介し加入勧奨を行いました。　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局／記

　小牧法人会ほか６会と名古屋国税局・各税務署共同開催の講演
会・研修会が、ウィンクあいちで開催されました。
　当日は、名古屋国税局調査部長小阪井教行様から「税務行政の現
状と課題」と題して税務行政の将来像や国際課税への取り組みなどに
ついてご講演いただいたほか、名古屋国税局調査審理課長篠田昌宏
様から「税務申告に係る留意事項」についての研修が行われました。
　当会からは20名の会員が出席しました。　　　　　　事務局／記
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峠貴斗理事、木野瀬吉孝副会長、
丹羽秀樹衆議院議員
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令和7年度 税制改正に関する提言活動

　小牧法人会では、令和６年11月・12月地元選出の国会議員、５市２町の首長・

議会議長に面接の上、令和７年度税制改正に関する提言活動を実施しました。

　また、５市２町の商工会議所会頭及び商工会会長にも提言活動を行いました。

国会議員 11月16日 国会議員 11月17日

峠貴斗理事、木野瀬吉孝副会長、
丹羽秀樹衆議院議員

社本光永会長、福田徹衆議院議員

国会議員 11月9日 小牧市長 11月26日

社本光永会長、藤川政人参議院議員 社本光永会長、山下史守朗市長

活動する法人会



澤田和延市長、倉地一也常任理事、松永金次郎副会長 久保田桂朗市長、松本勇二常任理事、櫻井芳樹理事
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令和7年度　税制改正スローガン

•
•
•
•

　

「金利のある世界」が到来。新たな財政再建目標の策定を ！
企業への過度な保険料負担を抑制し、経済成長を阻害しない社会保障制度の確立を ！
人手不足など厳しい経営環境を踏まえ、中小企業の活性化に資する税制措置を ！
中小企業は地域経済と雇用の担い手。本格的な事業継承税制の創設を ！
　

扶桑町長 11月13日 大口町長 11月26日

清水昌春常任理事、鯖瀬武町長 鈴木雅博町長、村上錦志常任理事

春日井市長 11月26日 犬山市長 11月13日

江南市長 11月18日

石黒直樹市長、木野瀬吉孝副会長 岡田雅隆常任理事、原欣伸市長、松山基邦副会長

澤田和延市長、倉地一也常任理事、松永金次郎副会長

岩倉市長 11月29日

久保田桂朗市長、松本勇二常任理事、櫻井芳樹理事



活動する法人会活動する法人会
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Ⅰ　税•財政改革のあり方
⒈　財政健全化に向けて
・本年6月から始まった定額減税は、企業や地方自治体に多大な事務負担を強い
　ている。マイナンバーを活用するなどして給付対象を限定し、より高い政策効
　果を目指すべきであった。与党内では物価高などを背景に来年も継続するよう
　に求める声もあるが、政策効果が不透明で企業の事務負担が重い減税は継続す
　べきではない。
・こども・子育て政策（加速化プラン）として、2028年度までに年間3.6兆円の
　予算規模とする方針だが、この財源は社会保障の歳出改革や医療保険料に上乗
　せして徴収する「支援金制度」などで賄うとしているが、現役世代への実質的
　な隠れ増税と言える。政府は負担の議論から逃げず、消費税を含めた安定的な
　財源確保策を検討し、持続可能な社会保障制度の確立と財政健全化の両立を目
　指すべきである。

⒉　企業への過度な保険料負担の抑制
・中小企業は物価高騰に直面する中で、最低賃金の大幅な引き上げや物価上昇を
　上回る賃上げが求められており、厳しい経営を強いられている。企業に対する
　過度な保険料負担を抑え、経済成長を阻害しないような社会保障制度の確立が
　求められる。
・配偶者控除等の税の問題や年金等の社会保障の問題は、就労調整が行われる一
　つの要因であり、人手不足に直面する中小企業にとって重要なテーマである。
　女性の就労を支援する政策を含め、税と社会保障の問題を一括して議論する必
　要がある。

⒊　行政改革の徹底等
・行政改革を徹底するに当たっては、地方を含めた政府・議会自らが「まず隗よ
　り始めよ」の精神に基づき、率先して身を削らなければならない。
・今般の政治資金をめぐる問題については、多くの国会議員が法的な責任を免れ
　るなど、国民の納税意欲を著しく阻害するものとなった。国民の政治に対する
　不信感は極度に高まっていると厳しく認識し、政治資金規正法の不断の見直し
　などに取り組み、政治資金に関する透明性の向上や使途の適正化、罰則の厳格
　化を図るべきである。

Ⅱ　経済活性化と中小企業対策
⒈　中小企業の活性化に資する税制措置
中小企業は地域経済の担い手であるだけでなく、日本経済の礎でもある。とくに
中小・零細企業は企業全体の9割以上、国内雇用の7割を占めている。そうした
企業が将来にわたって存在感を発揮するためには、中小企業の活性化が不可欠で
ある。
（1）中小法人に適用される軽減税率の特例15％の本則化、適用所得金額の引き
　上げ。
（2）「中小企業投資促進税制」、「少額減価償却資産の取得価額の損金算入の特
　例措置」の拡充、本則化。
（3）中小企業の事務負担軽減　等

⒉　事業承継税制の拡充
我が国企業の大半を占める中小企業は、地域経済の活性化や雇用の確保などに大
きく貢献している。中小企業が相続税の負担等によって円滑な事業の承継がで
きなくなれば、経済・社会の根幹が揺らぐことになる。
（1）事業用資産を一般資産と切り離した本格的な事業承継税制の創設
（2）取引相場のない株式の評価の見直し
（3）相続税、贈与税の納税猶予制度の充実

⒊　消費税をめぐる事務負担の軽減
政府は軽減税率制度とインボイス制度について、国民や事業者への影響のほか、
低所得者対策の効果等を検証する必要があり、問題があれば制度の是非を含め
てその見直しを求める。
（1）インボイス制度は導入されたが、国は、引き続き、事業者に混乱が生じな
　いよう制度の周知を徹底するとともに、事務負担が軽減するような環境整備
　が必要である。また、課税事業者が免税事業者と取引を行う際、取引価格の引
　き下げや取引の停止などの不利益を与えないよう、実効性の高い対策をとるべ
　きである。
（2）消費税の滞納防止は税率の引き上げやインボイス制度の導入に伴ってより
　重要な課題となっている。消費税の制度、執行面においてさらなる対策を講
　じる必要がある。

令和7年度税制改正に関する提言（概要）
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Ⅰ　税•財政改革のあり方
⒈　財政健全化に向けて
・本年6月から始まった定額減税は、企業や地方自治体に多大な事務負担を強い
　ている。マイナンバーを活用するなどして給付対象を限定し、より高い政策効
　果を目指すべきであった。与党内では物価高などを背景に来年も継続するよう
　に求める声もあるが、政策効果が不透明で企業の事務負担が重い減税は継続す
　べきではない。
・こども・子育て政策（加速化プラン）として、2028年度までに年間3.6兆円の
　予算規模とする方針だが、この財源は社会保障の歳出改革や医療保険料に上乗
　せして徴収する「支援金制度」などで賄うとしているが、現役世代への実質的
　な隠れ増税と言える。政府は負担の議論から逃げず、消費税を含めた安定的な
　財源確保策を検討し、持続可能な社会保障制度の確立と財政健全化の両立を目
　指すべきである。

⒉　企業への過度な保険料負担の抑制
・中小企業は物価高騰に直面する中で、最低賃金の大幅な引き上げや物価上昇を
　上回る賃上げが求められており、厳しい経営を強いられている。企業に対する
　過度な保険料負担を抑え、経済成長を阻害しないような社会保障制度の確立が
　求められる。
・配偶者控除等の税の問題や年金等の社会保障の問題は、就労調整が行われる一
　つの要因であり、人手不足に直面する中小企業にとって重要なテーマである。
　女性の就労を支援する政策を含め、税と社会保障の問題を一括して議論する必
　要がある。

⒊　行政改革の徹底等
・行政改革を徹底するに当たっては、地方を含めた政府・議会自らが「まず隗よ
　り始めよ」の精神に基づき、率先して身を削らなければならない。
・今般の政治資金をめぐる問題については、多くの国会議員が法的な責任を免れ
　るなど、国民の納税意欲を著しく阻害するものとなった。国民の政治に対する
　不信感は極度に高まっていると厳しく認識し、政治資金規正法の不断の見直し
　などに取り組み、政治資金に関する透明性の向上や使途の適正化、罰則の厳格
　化を図るべきである。

Ⅱ　経済活性化と中小企業対策
⒈　中小企業の活性化に資する税制措置
中小企業は地域経済の担い手であるだけでなく、日本経済の礎でもある。とくに
中小・零細企業は企業全体の9割以上、国内雇用の7割を占めている。そうした
企業が将来にわたって存在感を発揮するためには、中小企業の活性化が不可欠で
ある。
（1）中小法人に適用される軽減税率の特例15％の本則化、適用所得金額の引き
　上げ。
（2）「中小企業投資促進税制」、「少額減価償却資産の取得価額の損金算入の特
　例措置」の拡充、本則化。
（3）中小企業の事務負担軽減　等

⒉　事業承継税制の拡充
我が国企業の大半を占める中小企業は、地域経済の活性化や雇用の確保などに大
きく貢献している。中小企業が相続税の負担等によって円滑な事業の承継がで
きなくなれば、経済・社会の根幹が揺らぐことになる。
（1）事業用資産を一般資産と切り離した本格的な事業承継税制の創設
（2）取引相場のない株式の評価の見直し
（3）相続税、贈与税の納税猶予制度の充実

⒊　消費税をめぐる事務負担の軽減
政府は軽減税率制度とインボイス制度について、国民や事業者への影響のほか、
低所得者対策の効果等を検証する必要があり、問題があれば制度の是非を含め
てその見直しを求める。
（1）インボイス制度は導入されたが、国は、引き続き、事業者に混乱が生じな
　いよう制度の周知を徹底するとともに、事務負担が軽減するような環境整備
　が必要である。また、課税事業者が免税事業者と取引を行う際、取引価格の引
　き下げや取引の停止などの不利益を与えないよう、実効性の高い対策をとるべ
　きである。
（2）消費税の滞納防止は税率の引き上げやインボイス制度の導入に伴ってより
　重要な課題となっている。消費税の制度、執行面においてさらなる対策を講
　じる必要がある。

提言書の全文は、全法連ホームページに掲載しておりますので、ご覧ください。

https://www.zenkokuhojinkai.or.jp



青年部会

■と き／令和6年7月29日㈪
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　令和6年7月29日、小牧商工会議所で令和6年度第1回青年部会税務研修会が開催さ
れ、小牧税務署の埀野副署長と宇野法人課税第一部門統括国税調査官が講演しました。
　埀野副署長は「税務行政のDXについて」を演題に、税務行政のデジタルトランスフォ
ーメーションに関する内容を中心に講演されました。納税者の利便性向上や事務処理
コスト削減を目指す取り組みを紹介し、具体的には確定申告のオンライン化やキャッシ
ュレス納付手段の拡充についてお話されました。令和5年度にはキャッシュレス納付割
合が39%に達したことも報告されました。

　宇野第一統括官は「税のよもやま話」として、自己紹介を含め経歴や税務調査に関する具体的な事例を交えたお話をされました。
雑収入の計上漏れからの不正のリスクについて触れ、企業の内部統制の重要性を強調されました。小さなことを見過ごしてしまう
ことが大きな不正に繋がっていくことに気づかされました。なお自主点検チェックシートの活用を推奨し、細かい部分のチェックが
企業の成長につながると話をまとめられました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㈱中京会計　伊藤圭太／記

　恒例の青年部ボウリング大会が小牧コロナキャットボウルにて開催されました。相澤署
長をはじめ小牧税務署職員21名の方にご参加頂き、総勢51名にて大盛況のうちに行われ
ました。水野部会長の挨拶の後、署長と部会長の始球式を行い、17チームによる団体戦が
行われました。税務署の多くの若手職員の皆様の参加により、各チーム「ナイスストライク」
と声掛けが飛び交い、メンバー全員の笑顔が絶えない活気ある交流の場となりました。
　結果は「中老こまき」チームの林氏、岩月氏、稲山氏のチームが優勝されました。「中老こ
まき」は青年部会卒業生の先輩方のチームで、現役メンバーの部会長のチームが2位とな
りました。昨年と一昨年は税務署チームが優勝しており、現役メンバーでの優勝が数年無
いため、青年部メンバーの次回に期待しております。
　普段接する事の少ない税務署の方々と楽しい交流の場となり有意義な大会となりました。
　ご参加いただきました皆様、有難うございました。　     ㈱マツバ機工　松原　剛／記

青年部会

第１回 青年部会税務研修会

ボウリング大会

■と き／令和6年7月29日㈪　■ところ／小牧商工会議所

■と き／令和6年９月25日㈬　■ところ／小牧コロナキャットボウル

　第45回小牧市民まつりにて「アイン博士となしナシの国」をラピオ5階あさひホールで
上演させていただきました。前回までと違い、あさひホールでの上演となり、来場者数に不
安がありましたが、大勢の方の力添えもあり大変多くの来場者を迎えることが出来ました。
　来場者の中には毎年来場してくださる方もおり、「毎年劇を楽しみにしている。」とのお
声掛けもありました。
　劇への案内時には「税金は高いから」、「生活を圧迫している。」等の声もありましたが、
劇の終わりには「税金は必要であり、これからも納税をしていきます。」とのお声もいただ
けました。
　この演劇を通して、大人から子供まで税金の役割や大切さを楽しみながら学ぶことが
でき、税金の意義を理解していただけたと思います。
　そして、これからも税金の役割や大切さを理解していただけるよう継続して上演し続け
ることが必要であると思いました。　　　　　　　　イトキ建設㈱　伊藤正人／記

税金啓発劇
■と き／令和6年10月26日㈯　■ところ／ラピオ5階あさひホール
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　青年部会では、この度初の試みとして一泊研修会を開
催しました。
　行き先は島根県と鳥取県。島根県では出雲大社、松江
城、足立美術館を訪れ、鳥取県では境港市の水木しげる
ロードを視察しました。出雲大社では、厳かな雰囲気の
中、法人会と会員企業の繁栄を願い、松江城では、大口
町と松江市における、姉妹都市の由来となった堀尾吉晴
公の銅像を前に古の想いにふけり、境港市では水木しげ
るの「ゲゲゲの鬼太郎」を活用し、町ぐるみで商店街を活性化さ
せている強い一体感を肌で感じました。
　この経験から、自身の市町でも地域資源を活用し、眠らせてい
ないかを改めて見直し、課題解決に向けて意見を交わすことがで
きました。さらに、二日間にわたる研修旅行を通じて、普段の活
動をねぎらい合い、親睦も深めることができました。
　また来年もこの行事が続くことで、青年部会の更なる活性化に
つながる手応えを感じました。　　　

㈲浅野保温　浅野朋幸／記

青年部会研修旅行
■と き／令和6年10月28日㈪～29日㈫　■ところ／島根県・鳥取県

第38回法人会全国青年の集い「福井大会」
■令和６年11月7日㈭・8日㈮　■ところ／サンドーム福井

　2024年11月7日～8日の二日間「福の國より未来を磨け！」の大
会スローガンのもと第38回法人会全国青年の集いが開催され、小
牧法人会からはメンバー8名が参加しました。そのなかで、1日目
に租税教育活動プレゼンテーション・健康経営大賞があり愛知県連
代表として東三河法人会が税金クイズの活動を発表されました。惜
しくも入賞は逃したものの、素晴らしい発表で同じ愛知で活動する
仲間として大きな刺激を受けました。
　2日目は部会長サミットに参加し、会員増強をテーマに同じグル
ープになった全国各地の部会長と有意義なディスカッションが出来
ました。その中で年々加速する会員減少の中、私たち小牧法人会は
人口の多い比較的恵まれた環境にあることを改めて感じました。
　そしてこの2日間にわたって福井法人会をはじめとする福井県連
の皆様は、私たちが滞在中の移動時には必ず駅構内にメンバーがい
て誘導してくれるなど、不便を一切感じない設営をしていただき、この素晴らしいホスピタリティ
に感動するとともに見習わなければとも思いました。
　本当に学びの多かったこの2日間で得たものを、今後の小牧法人会の活動に生かしていきたいと思
います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ㈱マルエス機工 水野雅尚／記



女性部会女性部会
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税に関する絵はがきコンクール第6回

　女性部会では、小牧市、春日井市、犬山市、江南市、岩倉市、扶桑町及び大口町の全小学校85校
の5年生、6年生の皆さんに税金が日々の暮らしに、どのように役立っているかを知っていただくこ
とを目的に本年９月まで、第６回目の「税に関する絵はがき」の募集を行いました。
　募集に当たっては、女性部会役員が各地区の校長会に出かけ、会議冒頭で募集についての協力
依頼や各学校への応募用紙の配付等積極的に取り組みました。
　今回の応募総数は1,606点であり、その中から法人会役員、税務署幹部及び専門家が厳正・公平
な審査により優秀賞5点、入選125点を選定しました。
　優秀賞（5点）選定校については、税務署長、法人会会長、法人会女性部会長が各校を訪問して直
接表彰状を贈呈しました。
　なお、優秀賞及び入選作品については、当会のホームページ（https://komakihoujinkai.or.jp）
に掲載し、どなたでも、また、遠方のご親族の方からも閲覧できるようにしています
ので、是非ご覧いただきますようご案内申し上げます。
　女性部会では、次年度も本年度以上の作品応募を目標に活動していきますので、
関係者の皆様、次年度も引き続き、ご支援いただきますようお願い申し上げます。

作 品 審 査 の 様 子

部会役員による一次審査

専門家の先生による審査二次審査

税務署長、法人会長、女性部会長による審査 選定後の作品を前に記念撮影

女性部会主催



小牧法人会会長賞

小牧法人会女性部会長賞
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優秀作品と表彰者の皆さんを囲んでの記念撮影

江南市立古知野南小学校

栗田 花梨 さん

最優秀賞

岩倉市立曽野小学校

伊藤 仁菜 さん

小牧法人会会長賞

犬山市立犬山南小学

川島 新奈 さん

優秀賞

春日井市立小野小学校

都築 歩夢 さん

小牧税務署長賞

扶桑町立柏森小学校

滝川 　 凪 さん

小牧法人会女性部会長賞



女性部会女性部会

　小牧法人会女性部会、税務研修会を開催いたしました。
　宇野順之統括国税調査官様には、着任されたばかりのお忙しい中、「税のよもやま話」をテーマに
お話をしていただきました。
　親しさにあふれ優しい口調で、聞く方皆さんに目線を配られ、聞きやすく落ち着きを感じました。
　今まで歩まれた道のり、実家の酒屋さんの話、ご自分の結婚話と、多方面に
渡りました。あっという間に時間が過ぎました。
　講演会が終わって、どうしても気になる事あり、壇上を後にされてからそっと
聞きました。実家の酒屋さんはやっておられるとの事でした。
　今後、女性部会の会合にはご出席いただき、色々とお話をお聞かせいただ
きたいと思います。ありがとうございました。　　　　　　森上　愛子／記
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■と き／令和6年8月21日㈬　　■ところ／小牧中部公民館4階　大会議室
女性部会　税務研修会

■と き／令和6年9月24日㈫　　■ところ／小牧商工会議所会館　大会議室　
一般教養研修会

■と き／令和6年10月7日㈪　　■ところ／滋賀県琵琶湖
日帰り研修会

　本日の一般教養研修会は、本年5月より小牧法人会専務理
事となられました宮崎専務理事の講演です。「よもやま話」と言
うことでどんな内容のお話かしら、きっと税金のお話だわ、と思
っておりましたら、ご自分のお生まれが伊勢湾台風で甚大な被
害を受けた名古屋市港区だという事からお話が始まりました。
　名古屋大学附属高校をご卒業され、国税局に入られまして税務大学校での研修の後、昭和56
年に名古屋中村税務署を皮切り、国税局、各税務署を経て最後に小牧税務署にご勤務されました。
失恋のお話やラグビーのお話そして車のお話、もちろん結婚のお話等気さくにとても楽しくお話く
ださったので、時の経つのも忘れてお話に引き込まれてしまいました。
　令和6年5月より小牧法人会専務理事となられた宮崎専務様、今後とも小牧法人会女性部会の
ご指導をよろしくお願い致します。　　　　　　　　　　　　  中川化学工業㈱　中川孝子／記

　法人会女性部会は、滋賀県琵琶湖方面の日帰り研修会を開催しました。
　ラコリーナ近江八幡では、洋菓子「クラブハリエ」和菓子「たねや」での工場見学
や買い物を楽しみながら、壮大な自然の中でゆったりと散策することができまし
た。
　昼食は、湖国の迎賓館として昭和天皇を始め多くの皇族の方々や著名人をお
迎えした、格式のある「びわ湖大津館」でいただきました。目の前に広がる琵琶湖
を眺めながらのフレンチは、格別に美味しくいただくことができました。
　標高1,100mに位置するびわ湖テラスまではロープウェイでの空中散歩を楽しみながら、山頂に降り立つと琵琶湖の絶景
を一望できると期待していましたが、強風・雨・霧と視界は真っ白…。残念でしたが、これも旅の思い出の一つとして、またの機
会に訪れる楽しみができました。
　日本一の湖、琵琶湖の雄大さを感じながら湖東・湖南・湖西と巡る楽しい一日となりました。　 永光建設㈱　稲垣珠紀／記

　小牧法人会女性部会、税務研修会を開催いたしました。
　宇野順之統括国税調査官様には、着任されたばかりのお忙しい中、「税のよもやま話」をテーマに
お話をしていただきました。
　親しさにあふれ優しい口調で、聞く方皆さんに目線を配られ、聞きやすく落ち着きを感じました。
　今まで歩まれた道のり、実家の酒屋さんの話、ご自分の結婚話と、多方面に
渡りました。あっという間に時間が過ぎました。
　講演会が終わって、どうしても気になる事あり、壇上を後にされてからそっと
聞きました。実家の酒小売業は営業しておられるとの事でした。
　今後とも、女性部会の会合にはご出席いただき、色々とお話をお聞かせいた
だきたいと思います。ありがとうございました。㈱森土商会　森土凌子／記
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■と き／令和6年11月20日㈬　　■ところ／各消防署
消防署へのタオル寄贈

　私ども小牧法人会女性部の社会貢献活動の一環とし
て毎年11月に管内5市2町にあります消防署にタオル
寄贈を行っています。
　今年で26回になりました。きっかけは1994年、今か
ら30年前の名古屋空港での旅客機事故の出来事です。
あまりの多くの負傷者に処置に必要なタオルガーゼな
どの備品がなく大変苦労されたそうです。
　法人会女性部会として出来ることは、まさかの時に備
えて管内の消防署にタオルをお持ちすることです。毎年
１枚1枚心をこめてタオルを畳み何事も起こらないこと
を願っています。
　今年もまた各署の皆様に少しでも安らぎになれたら
と思い、タオル人形を作ってみました。
　女性部会長さんの発案で昨年の「コアラ」に負けない
ステキな「猫タオル人形」を作ってみました。
　　　　　　　　　  　　　㈱味の魚仙　南條恵子／記

　毎年11月の「税を考える週間」に合わせ、女性部会で行
われています小牧税務署長様のご講演と署幹部の方との
座談会を行いました。
　今年のテーマは「税のあれこれ」と題しまして、相澤小牧
署長様にご講演をしていただきました。特に、印象に残っ
たのは、署長様が以前勤務されていた国税局査察部で、
全国を飛び回って調査をしていたときの話で、昼夜が逆
転するような目まぐるしい日々を送られていたそうです。
　今勤務されている小牧税務署は全国でもトップクラス
の大きな税務署です。職員数は、176名、内女性職員が58
名で、全職員の3割を占めていて、内5名は管理職だそうで
す。女性がいかに活躍されているかと実感いたしました。
　休憩後の座談会も講演内容の確認や税金の質問にお
答えいただく傍ら、ご自身の奥様との馴れ初めについて質
問が及ぶと、ほほを染めながらお答えいただき、和やかな
うちに終了となりました。　
　　　　　　　　　　　　㈱味の魚仙　南條恵子／記

■と き／令和6年11月20日㈬　　■ところ／小牧中部公民館大会議室
署長講演　署幹部との座談会
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税金クイズ
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支部だより

10月12日㈯・13日㈰ 犬山市南部公民館（わいわい犬山フェスティバル）

開 催 日 程 開　催　場　所支 部 名

江南
支部

江南
支部

令和6年度 税金クイズ
小牧
4支部

江南
支部

扶桑
支部

大口
支部

岩倉
支部

犬山
支部

犬山
支部

※予想を上回る来場者があった会場も多く、大変好評でした。従事者の皆さんお疲れ様でした。
※春日井4支部は、５月12日（日）に開催した「わいわいカーニバル２０２4ＫＡＳＵＧＡＩ」に出展しました。

犬 山

11月2日㈯

11月9日㈯・10日㈰

11月10日㈰

11月16日㈯

10月26日㈯・27日㈰

大口町健康文化センター西駐車場（ふれあいまつり2024）

すいとぴあ江南（こうなん産業フェスタ）

岩倉市総合体育文化センター（いわくら市民ふれ愛まつり）

ふそう福祉会たんぽぽ（ふれ愛たんぽぽまつり）

ラピオ５階センターモール（第45回小牧市民まつり）

大 口

江 南

岩 倉

扶 桑

小牧中央
小牧巾下
小牧東北
小牧北里



令和６年改正税法研修会
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令和６年改正税法研修会
　小牧法人会では、令和6年9月4日㈬から
26日㈭にかけて小牧税務署の法人課税第
一部門の宇野統括国税調査官、中根審理
担当官に講師をお願いして、全支部の７市
町会場で改正税法研修会を実施しました。
　研修項目は、「令和６年度改正税法の要
点」、「消費税法の改正」及び「自主点検チェ
ックシート」等について詳しくご説明いただ
きましたが、今回の説明項目にある「給与
等に係る所得税の定額減税制度」について
は、研修会開催時の情報等から簡易な説
明となるため、改めて11月11日と18日に、
「給与等に係る所得税の定額減税制度」に
特化した説明会を法人会会員全員に案内
し、実施する旨の説明がありました。　　　
　　　　  　　　　　　　　  事務局／記

江南支部　ソフトバレーボール大会
■と き／令和6年9月23日（月・祝）　■ところ／KTXアリーナ（江南市スポーツセンター）

　「企業の経営と地域社会は、人と企業の輪によって支えられている。本大会
は公益社団法人小牧法人会の会員企業の皆さん及び江南市民の心と体の健
康づくりと参加者相互の交流を深めることを目的に開催する。」をスローガン
に令和6年度第25回公益社団法人小牧法人会杯ソフトバレーボール江南大
会を開催しました。
　今年も多く参加者があり、小学生の子供たちから高齢の方まで幅広い年齢
層での参加者がありました。　　
　当日は、開会式で倉地支部長のあいさつ後、
それぞれ一斉に10面のコートで試合が行われ、
各選手たちは練習の成果を発揮し快い汗を流し
ていました。

　表彰式では、第1回の大会開催から今回の第25回大
会までフル出場で参加されました6名の方に賞品が贈
られました。おめでとうございます。
　今回は、81チーム、466名の参加者があり、社会貢献
事業の一環として大変有意義な大会となりました。
　選手、役員、江南市ソフトバレーボール連盟役員の
皆様一日お疲れ様でした。　　　　　　  事務局／記

［定額減税説明会は、本誌９ページ参照］
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春日井支部 春日井４支部合同講演会

江南支部　税を考える週間記念講演会
■と き／令和6年11月13日㈬　■ところ／江南商工会館

岩倉支部　社会貢献事業講演会
■と き／令和6年10月12日㈯　■ところ／アデリア総合体育文化センター

■と き／令和６年１１月２７日㈬　■ところ／春日井商工会議所１階　大会議室

支部だより

　「税を考える週間」の記念講演会として、広報アナウンサーの
小野木梨衣氏を講師に招き、江南商工会館で開催しました。
　講演会では「アナウンサーが教える本番に強い！伝わる話し
方」をテーマに講演していただきました。
　小野木先生はテレビ・ラジオ局で2,000回以上の生放送、
400回以上のグルメリポートをしてきた経験を基に、「本番に負
けない！思いの伝わる話し方」について「人前に立つと緊張して
堂々と話せない」、「プレゼン前日が憂鬱で仕方がない」等の悩
みの解決方法について、講演していただきました。

　「１分間自己紹介」では隣の人と１組になり、相手にスマートフォンで撮影して見直す練習方法
はとても大切だと思いました。
　本番に強い伝わる話し方では、早口言葉や発声練習を全員で行い会場は、大変盛り上がりとて
も有意義な講演会でした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局／記

　春日井４支部は春日井商工会議所にて、中部大学春日丘高
等学校ラグビー部の 宮地　真監督を講師としてお迎えし、「覚
悟とは」というテーマで合同講演会を開催しました。ラグビー
未経験でありながら、花園常連校として名を馳せるまでの強豪
校へと育て上げた、これまでの歴史をお話いただきました。
　宮地監督はラグビーの指導に熱心に取り組むだけでなく、自
宅の敷地内に選手寮を新築し、トレーニングルームや英会話・パソコン講座など、選手たちの未来
のために練習場所や学べる場を設ける、深い情熱と愛情を持った指導者でした。
　参加者からも好評の声を多くいただき、貴重なお話が聞くことのできる大変有意義な講演会と
なりました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局／記

　岩倉支部は、10月12日に社会貢献事業として「日本に押し寄せ
る新たなる規範～ポリティカル・コレクトネス」をテーマにNY州弁
護士の山口真由氏を講師に招き、アデリア総合体育文化センター
で講演会を開催しました。難しいテーマでしたが親しみやすい口
調で話していただいたこともあり、講演後には多くの皆さまに「良
い講演会だった」と言ってもらえました。
　岩倉支部では今後も市民の皆さまのためになるような講演会を
実施していきたいと考えております。
　当日進行等に従事された役員・女性部会会員の皆さま、ありがとうございました。　  事務局／記
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大口支部　視察研修会
■と き／令和6年１１月13日㈬　■ところ／中日本氷糖㈱南濃工場・花伊吹天満（昼食）

犬山支部　犬山税友会 研修会「税のよもやま話」
■と き／令和6年１１月２５日㈪　■ところ／あじか

岩倉支部　能登半島地震復興支援　兼六園散策と近江町市場見学
■と き／令和６年１０月２２日㈫　■ところ／石川県金沢市

　大口支部では、視察研修会を11月13日に開催しま
した。
　中日本氷糖㈱南濃工場の見学です。工場見学では、
生産方法やライン等を丁寧に説明していただき、資料
館では氷砂糖の歴史を学ぶことができました。
　昼食は、花伊吹天満で鉄板焼きのパフォーマンスシ
ョーにて美味しい・楽しい・面白い近江牛の鉄板焼き
を堪能しました。

　研修中は終始和やかな雰囲気で、会員相互親睦も図れ充実した視察研修会となりました。
当日参加してくださった会員の皆様、本当にありがとうございました。  　　　　事務局/記

　岩倉支部では、10月22日に石川県金沢市にて、親睦研
修旅行を開催しました。
　今年は１月に発生した能登半島地震への復興応援を兼
ねて石川県への旅行を企画しました。少人数での親睦研
修となりましたが、そのぶん和気藹々と会話がはずみ、たく
さんのお土産を抱えての帰宅となり楽しく過ごしていただ
けました。

事務局／記

　去る11月25日、令和６年度２回目となる研修会を行いました。今回は、小牧税務署 法人課税第一部門 統括国
税調査官の宇野順之様を講師にお招きし、「税のよもやま話」という演題でご講演いただきました。
　講演は、宇野統括官の幼少期の思い出話から始まり、学生時代に税務職員を志すきっかけとなった話や公務ご
多用の中でのご家族とのふれあい話などをお話しいただきました。
　後半では、税務職員になってからの業務について話が進められ、租税教室で講師を務められた際の失敗談や親
子ふれあい税金セミナーにおいて中日ドラゴンズの選手と係わった際の裏話、また、税務調査業務における数々
の苦労話など、時に笑いを誘うエピソードを交えながらお話しいただきました。
　税務調査業務を通して感じたこととして、やはり経理が大事であり、経理をしっかり行うことが売上
の計上漏れなどを未然に防ぐことになり、ひいてはそれが企業を守っていくことに繋がると話されま
した。そのためにも法人会の自主点検チェックシートを活用することは大変有効であるとの説明があ
りました。
　始終、にこやかに話される宇野統括官からは親しみやすい人柄が感じられ、とても楽しく有意義な
研修会となりました。　　　　　　　　　　　　　　　　　  犬山税友会 幹事長 祖父江寿男／記
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（順不同・敬称略）

新会員紹介

（特非）

江南市古知野町久保見1―1
大島屋ビル302

小牧市小牧3―555
ラピオ2階

丹羽郡扶桑町
高雄南羽根193―2

㈱ 洋 設 計 事 務 所

㈱ H i n a t e c h

ティーケイ物流㈱

㈱ ひ な た

　 こまき市民活動ネットワーク

㈲テクノサポート

絆 ウ ェ ル ド ㈱

㈲ティーアイピー

㈱ R A シ ス テ ム

㈱メイセイプラン

㈱ P U G Z

㈱ 寺 澤 電 工

㈱ K E N Y X

㈱ リ ー プ ス

㈱ 藤 家 物 流

㈱ 神 領 不 動 産
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新会員紹介

小　川　哲　志

神　田　雛　世

林　　　宏　賢

渡　辺　　　彬

関　　　哲　雄

満　園　昌　吾

生　駒　大　輔

立　石　淳　子

佐　藤　義　嗣

野　中　　　聖

樋　口　拓　臣

寺　澤　健　治

遠　山　健　太

畢　　　建　洲

藤　家　諭　示

高　木　いおり

関　戸　克　人

本 人

AIG損害保険㈱

大同生命保険㈱

AIG損害保険㈱

㈱ 林 塗 工 店

AIG損害保険㈱

大同生命保険㈱

大同生命保険㈱

近 藤 建 設 ㈱

AIG損害保険㈱

㈱ サ ン ポ ー

㈱ メ イ デ ン

AIG損害保険㈱

AIG損害保険㈱

AIG損害保険㈱

㈱ サ ン ポ ー

大同生命保険㈱

小牧市若草町145―4

犬山市羽黒下大目20

春日井市御幸町2―4―12

春日井市牛山町2780―1

春日井市八光町1―16―1

小牧市大草2304―1

春日井市神屋町1921―1

春日井市大留町6―4―7

犬山市羽黒字元苗田1―3

小牧市文津1―64―2　1C

春日井市上野町3―3―8

春日井市八田町6―14―4

春日井市大留町1―16―1

岩倉市西市町西市32

令和6年8月１日～令和6年11月３0日ご入会ありがとうございました

法　人　名 代表者名 住　　　　所 紹介者等
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●営業種目
不動産賃貸業

●会社概要
　当社は、長年個人事業として活動しておりました
が、令和2年に法人化し、小牧市内の自己所有物件
を活用してアパート等の賃貸業を運営しております。
　また、近年の空家増加で景観が悪化するなど社会
問題化しておりますが、適正な修繕、設備投資を行
い、入居者や近隣住民の皆様に喜んでいただけるよ
う努力しております。 

株式会社　ワイズ技研

株式会社 クレ ー ル

代表取締役　赤坂　吉英
所 在 地　江南市松竹町高山82番地
Ｔ　Ｅ　Ｌ　（0587）54－5454
Ｆ　Ａ　Ｘ　（0587）54－5656
設　　立　平成18年6月20日
U　R　L　http://ys-giken.co.jp

●営業種目
プレス及び粉末成形金型
各種治工具、機械部品、金型部品の製作

●会社概要
　2006年設立の町工場です。
　三次元測定機、真円度測定機等の検査設備、マシ
ニングセンタ、各種研磨加工機等、機械設備の充実
により、常に製品に対する精度の追求と品質の向上
に努めております。顧客満足への限りない挑戦、チ
ャレンジ精神を常に持ち、モノづくりの明るい未来
に貢献してまいります。

株式会社　大 黒 屋
代表取締役
所 在 地
Ｔ　Ｅ　Ｌ

Ｆ　Ａ　Ｘ
設　　立
U　R　L　 

近藤　　透
丹羽郡扶桑町大字高雄字宮前２２０番地
食糧事業部　（0587）93－９５７７（代）
保険事業部　（0587）93－０２８５
共　　　通　（0587）93－9588
昭和63年5月（平成11年９月 ㈱大黒屋社名変更）
http://www.daikokuya-rice.jp/

代表取締役　小沢　利夫
所 在 地　小牧市応時３丁目317番地
Ｔ　Ｅ　Ｌ　（0568）72－8291
Ｆ　Ａ　Ｘ　（0568）72－8291
設　　立　令和2年8月7日

●営業種目
精白業・主食用米穀全般　業務用卸、小売
損害・生命保険事業

●会社概要
　精米事業は大正9年に曾祖父が興したのが始りで、
現在は独立して36年になります。
　品質安定をモットーに、お陰様で業務用から家庭
用まで幅広くご愛顧いただいています。単一原料商
品は他社と大差はありませんが、ブレンド米はメー
カーごとで味が異なります。
　米の特徴を活かしたブレンドで単一原料米よりも
おいしく値打ちな商品をＰＢブランド米としてご提
案いたします。

会社紹介
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株式会社　エスライフ
代表取締役　奥山　正敏
所 在 地　春日井市如意申町8丁目8－2
Ｔ　Ｅ　Ｌ　（0568）34－6557
Ｆ　Ａ　Ｘ　（0568）33－3568
設　　立　平成19年2月28日
U　R　L　https://s-aiyu.jp/
E－mail　slife@s-aiyu.jp

●営業種目
介護事業
サービス付き高齢者向け住宅あいゆうの森

GLソリューションズ株式会社
代表取締役社長　荒川　誠二
所 在 地　春日井市鳥居松町６－５　丸十ビル5階
Ｔ　Ｅ　Ｌ　（0568）89－1248　
Ｆ　Ａ　Ｘ　（0568）89－1248
設　　立　 平成22年3月19日
U　R　L　https://gl-s.co.jp/
E－mail　info@gl-s.co.jp

●営業種目
企業向け業務システム開発、スマートフォンア
プリ開発、各種ハード・ソフト販売、労働者派
遣事業 

●会社概要
　春日井市で創業し15年目を迎えました。主に企業向
けの業務システムをオーダーメイドで開発しております。
　昨今のAIの登場により業務のやり方も変化を求めら
れております。
　お客様の問題をお客様に寄り添いIT技術を使って解
決して参ります。

●会社概要
　2007年に創業し、春日井市で介護事業を展開して
います。ご自宅での介護を支える訪問介護、デイサービ
ス、福祉用具レンタル、訪問看護、通所・訪問・宿泊を複合
的に利用できる小規模多機能型の事業所、入居施設と
してグループホームやサービス付き高齢者向け住宅を
運営しています。
　「地域社会から親しまれ、信頼され、愛される会社」を
目指し、保育園やカフェ、屋外駄菓子屋の運営に加え、
敷地内で2頭のヤギを飼育するなど、地域交流を重視し
た多様な取り組みを行っています。

NPO法人 オフィス・マハロ
代表理事　吉岡　みゆき
所 在 地　小牧市中央１丁目343パラドール小嶋5A
Ｔ　Ｅ　Ｌ　（0568）97－5035
設　　立　平成29年4月6日
U　R　L　https://npo-office-mahalo.com/
E－mail　npo.office.mahalo@gmail.com

●営業種目
福祉、困難を抱える女性と子どもたちのための相
談と支援
●会社概要
　困難を抱える女性と子どもたちが自らの意思で安
心・安全に自己決定できる社会を目指しています。
・平成25年より現在まで小牧市の女性相談事業を受
　託   
・令和4年愛知県主催「みんなで選ぶNPOアワード」
　名古屋会場第２位   
・小牧警察署被害者支援連絡協議会会員 
・居場所を失った人たちのためのシェルター運営を
　しています。   
・その他DV・児童虐待の啓発講座、傾聴を学ぶ講座
　などを開催しています。面接相談の様子（CBCテレビ報道番組チャントで紹介されました）
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か失敗し、人間不信に陥った時期もあります。し
かし、法人税の調査事務においては手を抜くこ
となく、努力をしてきたつもりです。小牧署では
上司に恵まれ、調査に邁進することができた結
果、統括国税調査官を拝命することとなりまし
た。誰かは見てくれているので努力を惜しまな
いことが大切だとつくづく感じています。
６　小牧法人会に期待していること
　日頃ご多忙のなか、税の知識の普及などの
啓蒙活動に御尽力いただき、誠に感謝申し上げ
ます。
　小牧地方の発展及び税務行政の円滑な運営
には、小牧法人会の皆様の活躍が欠かせませ
ん。今後とも、他の地域の模範となる活動をご
期待申し上げます。

１ 出身・家族構成
　出身は、ゴールデンウイークの凧揚げ祭りで
有名な静岡県浜松市です。子供の頃は遠州名
物「からっ風」にあたりながら生活していました。
　現在は名古屋市北区の官舎に住んでいます。
家族は妻と子供が３人です。長女は私と同じ仕
事をしていて名古屋国税局の総務部に勤務し
ています。
２　仕事歴
　昭和61年6月に豊橋税務署に配属され、三
河・名古屋地方の署を中心に法人税の調査事
務に従事してきました。大規模法人の調査を行
いたいという希望から、名古屋国税局の調査部
のほか、署の法人特官部門を２か所経験してい
ます。
　小牧署では2年間法人特官部門で調査事務
を担当し、この度統括国税調査官となりました。
３　趣味
　特にはありませんが、年に３～４回ほど野球
観戦には行きます。車・オートバイにも興味があ
り、名古屋港等で行われるモーターショウなど
は欠かさずに見に行っています。また、昔は模型
つくりなどをしていましたが、未制作の箱が山積
みされており、妻の視線が冷たいので、今は買
い控えています。
４　新人の頃
　豊橋署では、法人の内部事務２年間と調査
事務を２年間従事しました。その頃は酒が飲め
ましたので、先輩によく飲みに連れていかれま
した。調査に出てからは、指導担当の上席が国
税局査察部経験者でしたので厳しく指導されま
した。今でもその人が私の仕事での師匠という
べき人物で、自分もそうなりたいという思いがあ
ります。
５　座右の銘
　「努力は人を裏切らない」です。私自身何度

おか もと みつ あき

岡　本　光　章 氏
法人課税第三部門　統括国税調査官

あの人
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左往していたことを今でも鮮明に覚えています。
　必要に迫られて覚えようとしたことは、いい記憶も悪い記
憶も忘れられないものだと感じています。
５　座右の銘
　「一燈照隅（いっとうしょうぐう）」です。
　言葉の意味は、「最初は一隅を照らすような小さな灯火で
も、その灯火が百、千、万と増えれば、国中を明るく照らすこ
とになる」という意味で、一人一人の置かれている環境で精
一杯努力することが組織全体にとって最も貴重であるとの
教えです。
　新人の頃の研修を受講していた際の講話を聴いたときに
心に残った言葉で、最初は意味をあまり理解していませんで
したが、勤務を経験していくにつれて自分のモットーになっ
ていったような感じがします。
　今思えば、これまで税務の職場で継続して仕事に従事し
てくることができたのは、この教えのおかげかもしれないと
感じています。
６　小牧法人会に期待していること
　小牧法人会の皆様は、ご自身の会社経営で忙しいにもか
かわらず、法人会の事業活動を通じて社会貢献にご尽力さ
れていることに敬意を表します。
　今後も地域社会のリーダーとしてご活躍され、税務行政に
ご協力いただくことを期待しております。

１　出身・家族構成
　出身は名古屋市守山区ですが、現在は尾張旭市で妻・大学
生の長男・犬（柴犬とポメラニアンのミックス）と暮らしています。
２　仕事歴
　私は、令和５年７月から小牧税務署の法人課税部門に配属
となりまして、現在２年目の勤務です。
　私の仕事歴は、採用が平成２年４月で、名古屋市内の税務
署に配属となったのがスタートです。その後、静岡県東部の税
務署に転勤した後、国税局査察部に勤務となりました。
　振り返ってみますとこの異動が契機となり、私のこれまでの
仕事歴で一番年数が長い部署が国税局査察部となりました。
その次に経験年数が多いのが法人の調査事務になります。
　一番印象に残っている仕事は、金融庁（証券取引等監視委
員会）への出向です。
　私が金融庁へ出向した当時は、国税の出身者だけではなく
財務局や証券会社など母体や経歴が違う人々が集まって仕事
をするという組織でしたので、国税組織だけに所属しているだ
けでは会えない方々と一緒となり、貴重な経験をさせていただ
いたと思っています。
３　趣味
　結婚した直後に妻と共通の趣味を持つとの目的で、妻から
の提案で書道教室に通い始めました。最初は、小学生などの児
童と一緒に書道教室で指導を受けていましたが、現在は自宅
で練習した課題を郵送して添削をしていただくか、サイズが大
きい作品の場合には教室に持参して直接指導をしていただい
ております。ちなみに、妻は早々に辞めて私とは別の習い事を
しておりまして、いまだに共通の趣味を持つに至っておりませ
ん（笑）。
４　新人の頃
　最初に着任した税務署では、消費税や印紙税等の間接税を
扱う間税部門に配属になり、消費税を担当していました。私が
この職場に採用される前年に「消費税」が導入されたこともあ
り、消費税の課税事業者届出や申告書の入力作業や電話によ
る質疑などに対応するため、先輩に教えていただきながら右往

柄　澤　信　一 氏
法人課税第四部門　統括国税調査官

き き て

広報副委員長

川村陽一
広報委員

三尾友貴美

この人

さわから しん いち
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　令和6年9月の自由民主党総裁選挙で、石破茂氏
が選出され、友党の公明党にも支持され石破内閣
を組閣した。
　組閣したものの、今後円滑な国会運営をしていく
ためには世論の厳しい裏金問題を何らかの形で処
理する必要があるとして、裏金問題で名前が上がっ
た議員を除名や役職解任した。そして天下の宝刀
（衆議院の解散）を決断した。
　このため国民をはじめ産業界が注視、期待してい
た経済振興政策は前任の岸田文雄総理大臣（令和
6年10月に退任）の経済振興政策「新しい資本主
義」を踏襲して独自政策を先送りした。

　踏襲した前岸田文雄総理の経済振興政策「新し
い資本主義」は、令和4年の補正予算5兆5千億円
を投入してスタートさせた。
　その骨子をみると、①人への投資では、賃上げ
の持続（脱年功序列賃金制の採用）、半導体投資、
AI活用を後押しする労働市場の改革、百万人の能
力開発のため専門家による技術指導・研修実施、
貯蓄から投資。
　②科学技術・イノベーションでは、AIで国家戦略
策定、科学技術の抜本的拡充。
　③スタートアップ（新規創業）では、司令塔機能
の明確化、起業を支える人材育成・確保、家庭や学
校以外にも子供の才能発掘・育成の場所提供。
　④クリーン・デジタル化では、新たなエネルギー
や脱炭素、電源の導入拡大、デジタル時代にふさ
わしいデジタル改革・規制改革を一体化に推進さ
せるため各分野の人材育成というものだった。
　岸田総理は令和5年11月に「三年以内に成長型
経済にする」と推進姿勢を改めて強調した。
　確かに岸田政権が次世代の主要産業に成長す
るとの判断で熊本に世界半導体受託生産会社の
TSMC（台湾積体電路製造）とソニー、トヨタ、NTT
など国内大手企業8社が国産での先端半導体製
造を目指して出資して設立した（ラピダス）を北海
道千歳市での生産工場建設を促し同振興政策で
支援している。
　幸いなことに同計画推進パートナーである日銀
総裁の植田和男氏が令和5年4月に就任しており
同計画の推移を熟知しているので心強いものがあ
り、踏襲する決め手にもなった。
　同計画の推移をみると、ロシアのウクライナヘの
軍事進攻で世界経済情勢が急変（現在係争中）、

さらにイスラエルがガザ地域進攻で戦禍を拡大
（隣接の支援国）しておりドロ沼状態で海外情勢は
波乱含みである。
　しかも、国内は為替相場が円安で自動車をはじ
め訪日観光客の増加で景気の下支えをしているも
のの、食料をはじめ基礎素材は割高でコスト高を
招いているため物価は値上げされ国民生活を圧
迫していた。
　こうした経緯で推移してきた同政策を継続させ
た要因は独自政策を構築するのにあたり功罪を考
査し参考にしようという思惑があったのではない
か。

　衆議院の解散で自由民主党は247人から191
人と56人減少、友党の公明党は32人から24人と
8人減少、与党合計で215人と過半数の233人を
確保することができなかった。
　このため自由民主党の幹部は11月11日に開か
れる特別国会での総理大臣指名選挙で勝利する
には議員定数（465人）で過半数（233人以上が必
要）を確保するため自由民主党幹部は新たな友党
づくりに奔走した。
　奔走を余儀なくされたのは立憲民主党の躍進
（98人から148人に増加）に加え、国民民主党も
（7人から28人に増加）するなど野党が健闘し諸
派・無所属15人を含め235となるため、首相指名
に必要な過半数の233人を確保するため汗を流し
た。
　その結果、国民民主党（28人・玉木雄一郎代表）
が公明党同様閣内協力、日本維新の会（38人・馬
場伸幸代表）も閣外で協力することを確約したこと
から総理大臣指名選挙に臨み立憲民主党代表の
野田佳彦氏を決戦投票で破り石破茂氏（自由民主
党総裁）が再選された。

　第一次石破内閣は組閣してわずか8日間の超短
期内閣だったため、時の政権が打ち出す経済振興
政策は後回しだった。
　このため、前政権（岸田内閣）の経済振興政策を
踏襲する格好で推移させていてもよかった。
　しかし、第二次内閣を組閣した以上いつまでも
前政権の「新しい資本主義」を継続しているだけ
では済まされないので、独自の経済振興政策を策
定することが急務になった。

タウンページ
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た。
　その思いから自由民主党総裁選挙に何度も挑
戦し念願が叶い令和6年10月に総理大臣に就任
したものの、国内の諸情勢を勘案したうえ、組閣わ
ずか8日で天下の宝刀（解散権）を抜いた。
　第一次はともかく第二次内閣を組閣しただけに
“地方創生＂を柱にした経済振興政策「イジバミク
ス」を銘 （々冠）したいと言う願望が叶うかどうかは
ともかく、早急に構築し、国民をはじめ全産業界に
公表、実施していくことが肝要ではないか。全都道
府県の経済活動を等しく活性化させ地域産業の
育成に加え、次世代の産業の創出（誘致）をしてい
くことが肝心だという思いが強く、石破総理側近は
この思いを「経済振興政策」に反映させるべきだと
みている。
　これらのことを勘案すると「イシバミクス」のネー
ミングになるだろう？
　しかし、国際情勢は混迷しているし、頼みの米国
も「米国第一主義」のトランプ大統領が誕生（再
任）し、日本の経済活動に揺さぶりをかけてくるだ
けに予断できないうえ、ロシアのウクライナヘの軍
事進攻、イスラエルのガザ地域での無差別攻撃、
北朝鮮は日本海でのミサイル発射、中国は台湾へ
の揺さぶりなど国際環境は一段と悪化している。
　しかも国内は為替市場で円安・ドル高、株式市
場は円安で輸出や海外からの観光客の訪日で潤
っていることを映し高値水準で推移しているが、食
料や諸資材が高騰しインフレが進行している。
　国内外の事情ともかくはアメリカの金融事情で
為替市場は円安で輸出や海外から観光客もコロ
ナ禍で低迷していたが急増、株式相場も高値水準
で推移しているものの、加工貿易国であり、貿易収
支は悪化している。さらに目先経済活動を活性化
させるにしても「米国がクシャミをすれば風邪を引
く」といわれている米国はトランプ氏が大統領に返
り咲き「アメリカ・ファースト」を再び掲げている。こ
の“米国第一主義政策＂の中で対日政策がどんな
ものになるか注視されるうえ、国際情勢は混沌とし
ており、国内の経済環境は一筋縄ではいかない。
こうした環境下で石破イズムを反映させた経済振
興政策が策定されるだけに注視したい。
　なにはともあれ国民生活をゆとりあるものにし、
産業界を活性化させる経済振興政策を一日も早く
公表し敢行していくことが肝要ではないかと。

　ところがこれまでは友党の公明党さえ承認すれ
ば経済振興政策素案は容認され実施することがで
きた。
　だが今回はいささか事情が違い、計画素案づく
りには閣内協力の国民民主党、閣外協力の日本維
新の会の体制下での計画素案（骨子）づくりになる
うえ、パートナーの日銀が1,000兆円余の国債の
利払い（0.5%）に加え、国際的な金融事情から国
債の新規発行はこれまで通り安易な姿勢では臨め
なくなっている。
　それだけに計画案（骨子）づくりが難航し年内に
計画案を発表することは困難ではないかと巷では
ささやかれている。
　それだけに第一次石破内閣が誕生した折りに、
ささやかれていた「仮称イシバミクス」はどう変身
して反映されるかが注視されている。

　安倍内閣、岸田内閣と歴代総理大臣は独自の経
済振興政策の冠に「アベノミクス」岸田内閣は「新
しい資本主義」と銘打って敢行した。
石破茂総理大臣は安倍政権下で（防衛大臣、農林
水産大臣、内閣府特命担当大臣（国家戦略特区
域）同（地方創生）を歴任し、4たび自由民主党総
裁選挙に挑戦し、念願が叶い総裁に就任した。し
かし、内閣を組閣したものの国内の諸事情を勘案
し、就任わずか8日で衆議院を解散した。
　このため、前任の岸田総理大臣が敢行した「新
しい資本主義」を踏襲して急場凌ぎをすることにし、
独自の経済振興政策案の敢行を先送りしていた。
衆院選を受けた第215特別別国会は11月11日に
召集され、衆議院本会議の首相指名選挙で決選投
票で石破茂氏（自由民主党総裁）が再選され、第
二次石破内閣が発足した。
そして石破総理大臣の意向を受け経済振興政策
を構築することになった。

　第一次石破内閣が誕生したおり、同内閣の経済
振興政策「イシバミクス（仮称）」が云々されていた。
　石破総理は安倍政権下での経済振興政策「アベ
ノミクス」を推進させる大臣の一人だった。ちなみ
にその足跡をみると、防衛庁長官、農林水産大臣、
内閣府特命担当大臣（国家戦略特別区域）同（地
方創生）を歴任しており特に“地方創生＂を担って
いた時代には“地方都市を活性化させなければ国
力は強靭なものにはならない＂という信念を培っ
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川
　
島
　
公
　
子
　

氷
河
と
ペ
ン
ギ
ン
の
聖
域
へ

　

で
は
、こ
れ
よ
り
６
回
に
分
け
て
、二
回
目
の
南
極
冒
険
の
旅
で
見
聞
し

た
こ
と
を
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。ご
高
配
く
だ
さ
い
。

―
 

自
分
の
夢
は
自
分
で
大
切
に
育
て
る
も
の ―

　

人
は
、「
誰
々
の
一
言
で
人
生
観
が
決
ま
っ
た
」と
い
う
例
は
よ
く
あ
る
。

例
え
ば
、父
の
一
言
、母
の
一
言
、教
師
の
一
言
、等
々
で
あ
る
が
、私
の
場
合

は
母
親
の
一
言
で
あ
っ
た
。

　

南
極
と
宗
谷
に
恋
を
し
た
私
が
、母
に「
大
き
く
な
っ
た
ら
私
も
南
極
へ

行
き
た
い
」と
言
っ
た
時
、母
は「
い
い
加
減
に
し
な
さ
い
。行
け
る
訳
な
い

で
し
ょ
う
」と
は
決
し
て
言
わ
な
か
っ
た
。も
し
、そ
う
言
わ
れ
て
い
た
ら
私

は
南
極
と
宗
谷
に
恋
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
思
う
。

　

一
九
五
六（
昭
31
）年
だ
か
ら
戦
後
10
年
、ま
だ
物
資
も
十
分
で
な
く
節

約
と
我
慢
の
時
代
の
中
で
我
が
子
の
夢
の
又
夢
の
話
に「
い
い
ね
。行
け
た

ら
い
い
ね
。南
極
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
か
、母
さ
ん
も
行
っ
て
み
た
い
な
」と
、

実
現
不
可
能
な
娘
の
話
を
否
定
す
る
こ
と
な
く
、相
槌
さ
え
打
っ
て
く
れ

た
。そ
し
て
、「
自
分
の
夢
は
、自
分
で
大
切
に
育
て
る
も
の
で
、あ
ま
り
人

に
言
う
も
ん
じ
ゃ
な
い
よ
」と
。

　

当
時
で
は
、可
能
性
の
な
い
話
を
娘
が
口
に
す
る
の
で
、人
様
に
笑
わ
れ

る
、く
ら
い
の
思
い
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。し
か
し
、私
に
と
っ
て
は

母
の「
行
け
た
ら
い
い
ね
。母
さ
ん
も
行
き
た
い
」は
何
よ
り
の
応
援
と
受

け
取
り
、人
生
の
目
標
が
で
き
た
気
が
し
た
。そ
し
て
、そ
の
思
い
が
、そ
の

ま
ま
大
人
に
な
っ
て
か
ら
も
成
長
し
続
け
た
の
で
あ
る
。

　

私
は
、南
極
に
関
す
る
出
版
物（
含
写
真
集
）は
少
々
高
価
で
も
数
多
く
手

に
入
れ
、南
極
に
関
す
る
諸
々
の
ニ
ュ
ー
ス
や
記
事
も
常
に
収
集
し
、宝
物
に

し
て
き
た
。大
人
に
な
る
に
つ
れ
、南
極
の
事
を
忘
れ
る
の
で
は
な
く
、逆
に

段
々
と「
南
極
へ
行
く
」と
い
う
思
い
は
憧
れ
や
単
な
る
知
識
と
し
て
自
分
の

中
で
整
理
さ
れ
て
い
く
だ
け
で
な
く
、本
当
に
南
極
大
陸
に
上
陸
す
る
の
だ
、

と
い
う
決
心
が
膨
ら
み
宗
谷
に
恋
を
し
て
か
ら
40
年
後
、55
歳
で
夢
の
南
極

大
陸
に
初
上
陸
を
し
た
。そ
れ
か
ら
20
年
後
、75
歳
の
時
二
回
目
の
上
陸
を

果
た
し
た
。こ
れ
か
ら
一
回
目
上
陸
紀
行
文
に
続
い
て
、二
回
目
の
上
陸
の
様

子
を
綴
り
た
い
と
思
う
。

　
「
宗
谷
」は
、本
来
旧
ソ
連
の
発
注
で
日
本
の
長
崎
に
あ
る
造
船
所
で
造
ら

れ
、「
ボ
ロ
チ
ャ
ベ
ツ
」と
い
う
船
名
で
進
水
し
た
。し
か
し
日
中
戦
争
の
中
で

日
本
と
ソ
連
と
の
関
係
も
悪
化
し
、引
き
渡
す
こ
と
が
出
来
な
く
な
り
、そ
の

ま
ま
日
本
海
軍
の
船「
地
領
丸
」と
し
て
使
っ
た
。

　

そ
の
後
、第
二
次
大
戦
で
は「
宗
谷
」の
船
名
で
、ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
や
ミ
ッ
ド

ウ
ェ
ー
海
戦
に
も
参
戦
し
て
い
る
が
、多
く
の
艦
船
が
南
方
の
海
で
沈
ん
だ
中
、

宗
谷
だ
け
が
不
思
議
に
も
助
か
り
、「
奇
跡
の
船
」と
言
わ
れ
た
。

　

因
み
に
、日
本
が
初
め
て
南
緯
90
度
の
南
極
点
に
到
達
し
た
の
は
、一
九
六

八（
昭
43
）年
12
月
19
日
、第
９
次
隊
の
村
山
雅
美
隊
長
以
下
10
名
で
あ
っ
た
。

ア
ム
ン
ゼ
ン
か
ら
遅
れ
る
こ
と
57
年
、宗
谷
初
出
航
か
ら
12
年
後
、世
界
で

９
番
目
の
到
達
で
あ
る
。

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。今
年
の
お
屠
蘇
は
、私
に
と
っ
て
特
別
で
し
た
。と
申
し
ま
す
の
は
、今
年
は
七
回
目
の
私
の
干
支
、年
女
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。皆
様
と
ご
一
緒
に
良
い
一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
、と
念
じ
て
お
り
ま
す
。
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こ
の
時
の
南
極
観
測
船
は
、オ
レ
ン
ジ
色
の
船
体
で
現
在
名
古
屋
港
に

係
留「
南
極
博
物
館
」と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
宗
谷
の
後
の
二
代
目
観

測
船「
ふ
じ
」５
０
０
１
で
あ
る
。

　

一
九
六
五（
昭
40
）年
か
ら
18
年
間
、南
極
観
測
の
た
め
の
砕
氷
船
と
し

て
活
躍
し
た「
ふ
じ
」は
、一
九
八
五（
昭
60
）年
か
ら「
南
極
博
物
館
」と
し

て
名
古
屋
港
ガ
ー
デ
ン
ふ
頭
に
永
久
係
留
さ
れ
て
い
る
。私
の
高
校
の
四
年

先
輩
が
、こ
の「
ふ
じ
」で
越
冬
隊
員
と
し
て
活
躍
、そ
の
後「
ふ
じ
」を
名
古
屋

港
管
理
組
合
へ
引
き
渡
す
時
の
国
の
責
任
者
を
務
め
ら
れ
た
と
の
こ
と
。一
方
、

今
も「
ふ
じ
」の
甲
板
に
展
示
し
て
あ
る
、ヘ
リ
コ
プ
タ
ー「
8
1‒

8
1
」は
物

資
を
ふ
じ
か
ら
昭
和
基
地
へ
運
ん
だ
輸
送
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
あ
っ
た
。こ
の

パ
イ
ロ
ッ
ト
を
努
め
た
方
が
、現
在
岐
阜
県
各
務
原
市
に
健
在
で
、南
極
が
縁

で
こ
の「
ふ
じ
」で
活
躍
さ
れ
た
お
二
人
か
ら
今
で
も
、日
本
の
南
極
観
測
の

歴
史
を
直
接
聞
け
て
嬉
し
い
。

　

名
古
屋
海
洋
博
物
館
の
前
に
あ
る「
ふ
じ
の
広
場
」に
は
、「
タ
ロ
と
ジ
ロ
の

像
」「
ふ
じ
の
ス
ク
リ
ュ
ー
」「
ふ
じ
の
雪
上
車
」な
ど
野
外
展
示
し
て
あ
る
。普

通
気
づ
か
な
い
と
思
う
が
、こ
れ
ら
を
展
示
し
て
あ
る
足
元
の
地
形
が
、何
と

南
極
大
陸
の
形
を
し
て
い
る
。設
計
し
た
人
の
配
慮
で
あ
ろ
う
実
に
素
晴
ら

し
い
。南
極
に
恋
し
続
け
る
私
に
は
、今
も
よ
く
足
を
運
ぶ
場
所
で
あ
る
。

　

二
〇
〇
五（
平
17
）年
８
月
、ふ
じ
を
南
極
博
物
館
と
し
て
名
古
屋
港
に
係

留
し
て
か
ら
20
年
を
記
念
し
て
、南
極
大
陸
の
昭
和
基
地
と
テ
レ
ビ
電
話
で

交
信
が
催
さ
れ
た
。８
月
と
い
え
ば
日
本
は
真
夏
だ
が
、南
極
は
マ
イ
ナ
ス
50

度
〜
70
度
の
酷
寒
の
真
冬
で
あ
る
。そ
の
時
私
は
丁
度「
ふ
じ
」の
船
内
を
案

内
す
る
見
学
者
解
説
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
て
、そ
の
テ
レ
ビ
電
話
交
信
の

場
に
立
ち
会
い
、南
極
の
猛
吹
雪
ブ
リ
ザ
ー
ド
を
目
と
音
声
で
体
感
し
た
。

―
 

二
回
目
の
南
極
大
陸
へ
旅
立
つ ―

　

二
〇
一
七（
平
29
）年
１
月
３
日
、午
前
５
時
、戸
外
は
真
暗
、吐
く
息
は
真

白
で
口
の
周
り
を
モ
ク
モ
ク
と
息
が
動
く
。前
日
か
ら
用
意
し
て
い
た
荷
物

を
持
っ
て
、家
の
者
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
そ
ー
っ
と
家
を
出
る
。名
鉄
岩
倉

駅
で
小
牧
の
友
人
中
島
女
史
と
落
ち
合
う
。今
度
の
南
極
冒
険
の
旅
は
、誘

い
に
同
調
し
て
く
れ
た
友
人
が
一
緒
だ
か
ら
心
強
い
。岩
倉
駅
か
ら
中
部
国

際
空
港
セ
ン
ト
レ
ア
ま
で
特
急
電
車
で
行
き
、成
田
国
際
空
港
ま
で
国
内
線

の
全
日
空
で
移
動
す
る
。

ティールームティールーム

名古屋港に係留「ふじ」

「ふじ」の甲板にあるヘリコプター「ふじ」のスクリューとタロ・ジロ



　

20
年
前
一
人
で
出
発
し
た
時
は
、現
県
営
名
古
屋
空
港
が
国
際
空
港
だ

っ
た
の
で
、こ
こ
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
、ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、ペ
ル

ー
の
リ
マ
、ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
、南
極
行
き
に
乗
船
す
る

ウ
シ
ュ
ア
イ
ア
港
へ
と
飛
ん
で
、こ
こ
で
初
め
て
一
緒
に
南
極
へ
行
く
外
国
人

と
出
会
い
、40
人
ほ
ど
の
グ
ル
ー
プ
に
な
っ
た
。そ
の
時
は「
こ
の
人
達
と
一

緒
に
行
く
の
か
」と
不
安
を
覚
え
た
が
、今
度
は
成
田
空
港「
第
一
旅
客
タ

ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
・
北
ウ
イ
ン
グ
４
階
新
G
カ
ウ
ン
タ
ー
」が
集
合
場
所
で
、

日
本
中
か
ら
集
っ
た
日
本
人
ば
か
り
で
あ
っ
た
。周
囲
を
見
渡
し
て
も
、確

か
に
南
極
ま
で
行
き
そ
う
な
面
々
で
あ
る
。一
見
し
て
旅
慣
れ
た
者
の
集

ま
り
と
い
っ
た
雰
囲
気
が
あ
り「
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
し
た
ら
、生
涯
南
極
へ

行
く
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
っ
て
ね
」と
か
、元
気
な
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。

　

い
よ
い
よ
搭
乗
。成
田
空
港
発
17
時
35
分
、デ
ル
タ
航
空
２
９
６
便
の

ジ
ャ
ン
ボ
機
で
ア
メ
リ
カ
の
ア
ト
ラ
ン
タ
ま
で
直
行
。所
要
時
間
12
時
間

35
分
の
フ
ラ
イ
ト
で
あ
る
。勿
論
機
内
泊
で
あ
り
、機
内
食
で
あ
る
。国
際

日
付
変
更
線
を
通
過
し
て
し
ば
ら
く
し
た
ら
、夕
食
を
食
べ
た
ば
か
り
な

の
に
、今
度
は
朝
食
が
配
ら
れ
た
。両
隣
と
腕
が
ぶ
つ
か
ら
な
い
よ
う
に
小

さ
く
な
っ
て
機
内
二
食
目
を
口
に
す
る
。

　

何
し
ろ
、半
日
以
上
指
定
さ
れ
た
座
席
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
で
く
く
ら
れ

た
状
態
で
あ
る
。お
手
洗
い
に
行
く
時
が
大
変
。靴
を
手
に
持
ち
寝
て
い
る

人
を
跨
い
で
通
路
に
出
る
。そ
こ
で
靴
を
履
く
、ま
ず
背
伸
び
を
し
て
、頭

を
ぐ
る
ぐ
る
回
し
、首
の
運
動
を
し
て
か
ら
足
の
ふ
く
ら
は
ぎ
を
ポ
ン
ポ

ン
と
10
回
く
ら
い
叩
い
た
後
に
歩
き
出
す
。そ
の
よ
う
に
体
を
解
さ
な
い
と

筋
肉
が
カ
チ
カ
チ
で
動
け
な
い
。

　

一
寸
見
た
と
こ
ろ
ジ
ャ
ン
ボ
機
は
満
席
で
あ
る
。機
内
は
薄
暗
く
し
て
あ

る
が
、思
い
思
い
の
格
好
で
時
を
凌
い
で
い
る
。私
の
座
席
は
運
悪
く
ど
真

ん
中
で
あ
っ
た
が
、右
は
宮
崎
県
の
男
性
、左
側
が
中
津
川
の
女
性
で
二
人

と
も
世
界
中
を
散
歩（
？
）済
み
の
様
子
で
、大
ら
か
な
人
だ
っ
た
。「
こ
ん

　

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
と
日
本
の
時
差
は
12
時
間
、地
球

の
裏
と
い
う
か
日
本
の
丁
度
反
対
側
で
あ
る
。

　

空
港
へ
は
、日
本
人
女
性
の
小
野
さ
ん
と
い
う
人
が
市
内
案
内
役
と
し

て
迎
え
に
来
て
く
れ
た
。ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
在
住
と
の
こ
と
。「
只
今
の
気

温
は
21
度
で
す
が
三
日
前
の
一
月
一
日
は
40
度
も
あ
り
、そ
れ
は
そ
れ
は

暑
か
っ
た
で
す
よ
」と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。そ
う
、日
本
の
一
月
は
真
冬
だ
け

ど
南
半
球
日
本
の
反
対
側
の
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
一
月
は
真
夏
で
あ
る
。こ
こ

で
は
一
月
〜
二
月
が
夏
休
み
休
暇
で
、家
族
揃
っ
て
海
へ
行
く
と
の
こ
と
。

小
野
さ
ん
の
説
明
で「
市
内
に
は
幅
が
１
４
４
ｍ
の
世
界
一
広
い
道
路
が

あ
り
、そ
れ
は
３
㎞
の
長
さ
で
、20
車
線
あ
り
ま
す
」と
聞
い
て「
ワ
ァ

ー
！
」と
い
う
声
が
出
た
。

　

お
昼
は
、ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
市
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
大
き
な
大
き
な
ス

テ
ー
キ
を
食
べ
た
。「
大
き
過
ぎ
る
」と
い
っ
て
食
べ
残
す
人
が
い
る
中
、私

は
大
好
き
な
ス
テ
ー
キ
だ
か
ら
勿
論
、美
味
し
く
き
れ
い
に
馳
走
に
な
っ

た
。こ
の
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
で
は
、一
年
の
牛
肉
の
消
費
量
が
一
人
当
た
り

何
と
70
㎏
と
聞
い
て
、さ
す
が
に
声
も
出
な
か
っ
た
。

　

半
日
の
市
内
見
学
で
、歴
史
あ
る
建
築
物
を
幾
つ
も
見
学
し
た
。ま
ず

２
０
０
年
前
に
建
て
ら
れ
た
大
聖
堂
や
、１
０
８
年
前
に
建
築
さ
れ
た
オ

ペ
ラ
ハ
ウ
ス
は
見
事
で
あ
っ
た
。ま
た
、デ
コ
レ
ー
タ
墓
地
は
、２
０
０
年
前

に
建
て
ら
れ
て
墓
地
で
４
０
０
０
戸
も
あ
る
。ひ
と
つ
の
街
全
体
が
墓
地

で
あ
り
、日
本
の
お
墓
と
は
全
く
異
な
る
。お
墓
と
い
っ
て
も
一
つ
一
つ
が
立

派
で
大
き
な
建
築
物
に
な
っ
て
い
て
、私
達
日
本
人
の
目
に
は
一
戸
建
て
の

素
晴
ら
し
い
家
が
並
ぶ
見
事
な
住
宅
街
、街
並
み
で
あ
る
。

　

市
内
を
流
れ
る
ラ
プ
ラ
タ
川
も
20
年
前
に
見
た
時
は
夕
方
で
あ
っ
た
為
、

水
面
に
夕
日
が
映
え
て
そ
の
美
し
さ
が
心
に
残
っ
た
。そ
の
時
は
二
度
と
こ

の
川
を
見
る
こ
と
は
無
い
と
思
っ
た
の
に
、こ
こ
で
再
び
こ
の
川
に
出
会
っ

た
。20
年
前
に
書
い
た
短
編
小
説
の
中
に
、私
は
こ
の
ラ
プ
ラ
タ
川
を
取
り

な
狭
い
檻
の
中
、お
互
い
様
よ
」と
嫌
な
顔
ひ
と
つ
せ
ず
通
し
て
く
れ
る
。有

難
か
っ
た
。正
に
エ
コ
ノ
ミ
ー
症
候
群
に
か
か
り
そ
う
で
あ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
の
ア
ト
ラ
ン
タ
に
着
い
た
。12
時
間
35
分
も
乗
っ
て
き
た
の
に
、

日
付
変
更
線
を
越
え
て
日
本
よ
り
東
に
来
た
の
で
、日
付
は
一
月
三
日
の
ま

ま
で
あ
る
。一
月
三
日
に
家
を
出
て
一
日
過
ぎ
た
は
ず
な
の
に
、一
月
三
日
を

二
回
過
ご
す
事
に
な
る
。

　

ア
ト
ラ
ン
タ
空
港
に
着
い
た
後
、入
国
通
関
の
手
続
き
。大
き
な
空
港
の
中

は
人
人
人
で
顔
も
世
界
中
の
顔
が
あ
る
。こ
こ
は
乗
り
継
ぎ
で
あ
る
。待
ち
時

間
３
時
間
で
今
度
は
南
米
の
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
へ
飛
ぶ
。こ
の
ア
ト
ラ
ン
タ
空
港

の
搭
乗
ロ
ビ
ー
は
床
面
積
が
素
晴
ら
し
い
絵
柄
の
ジ
ュ
ー
タ
ン
敷
で
あ
り
、ゴ

ミ
一
つ
落
ち
て
い
な
い
。私
は「
素
晴
ら
し
い
」と
声
が
出
た
。日
本
人
旅
行
者

と
し
て
驚
い
た
。

　

ア
ト
ラ
ン
タ
空
港
の
税
関
で
は
、小
柄
な
日
本
人
女
性
が
テ
キ
パ
キ
と
指

示
を
出
し
活
躍
し
て
い
る
の
に
目
を
奪
わ
れ
た
。私
達
の
グ
ル
ー
プ
を
日
本

人
と
見
る
と
す
ぐ
側
に
駆
け
寄
り
、日
本
語
で
手
続
き
の
仕
方
を
丁
寧
に
教

え
て
く
れ
た
。「
大
丈
夫
で
す
ね
、わ
か
り
ま
す
ね
」と
私
達
を
安
心
さ
せ
て
立

ち
去
る
。そ
の
最
後
の
笑
顔
が
実
に
素
敵
だ
っ
た
。そ
の
よ
う
に
慌
た
だ
し
い

中
で
、背
の
高
い
外
国
人
紳
士
が
口
に
手
を
当
て
て
あ
く
び
す
る
の
が
目
に

入
っ
た
。私
は「
き
れ
い
」と
思
っ
た
。そ
の
少
し
前
に
日
本
人
女
性
の
大
あ
く

び
を
見
て
、私
も
気
を
つ
け
よ
う
と
思
っ
た
矢
先
だ
っ
た
か
ら
。

　

手
続
き
と
３
時
間
も
の
長
い
待
ち
時
間
を
経
て
、21
時
12
分
発
の
デ
ル
タ

航
空
１
０
１
便
で
南
米
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
首
都
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
へ
飛
ぶ
。

こ
こ
で
再
び
機
中
泊
で
あ
る
。約
10
時
間
の
フ
ラ
イ
ト
で
、午
前
９
時
を
過
ぎ

た
頃
、ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
の
エ
セ
イ
サ
国
際
空
港
に
着
い
た
。入
国
通
関
手

続
き
を
終
え
て
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
の
市
内
へ
。こ
こ
で
初
め
て
空
港
や
飛
行

機
以
外
の
外
の
空
気
を
吸
う
こ
と
が
で
き
た
。私
は
20
年
ぶ
り
、と
思
い
つ
つ

南
米
の
一
月
、真
夏
の
空
の
下
で
深
呼
吸
を
し
た
。

込
ん
で「
宵
待
草
」と
題
し
て
綴
っ
た
。ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
ラ
プ
ラ
タ
川
に
は
、

自
分
な
り
の
思
い
出
が
あ
る
。

　

夜
は
、一
寸
豪
華
に
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
タ
ン
ゴ
の
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー
を
オ
プ
シ
ョ

ン
し
た
。ス
テ
ー
ジ
を
観
な
が
ら
自
然
と
手
拍
子
が
出
て
く
る
。さ
す
が
に
タ

ン
ゴ
の
本
場
で
あ
る
。熱
気
ム
ン
ム
ン
の
劇
場
が
そ
の
ま
ま
レ
ス
ト
ラ
ン
に
な

っ
て
い
て
、食
事
を
楽
し
み
な
が
ら
情
熱
的
な
踊
り
に
引
き
込
ま
れ
る
。充
実

し
た
タ
ン
ゴ
鑑
賞
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
日
は
、ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
市
内
の
ブ
リ
ッ
ク
ホ
テ
ル
泊
。成
田
か
ら
22

時
間
35
分
飛
行
機
に
乗
り
、二
晩
連
続
で
機
内
泊
を
し
て
き
た
体
、や
っ
と
ホ

テ
ル
の
ベ
ッ
ド
で
眠
る
こ
と
が
で
き
る
。と
思
っ
た
途
端
に
私
は
睡
魔
に
襲
わ

れ
、モ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ル
で
飛
び
起
き
た
。（
つ
づ
く
）
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ア
ト
ラ
ン
タ
空
港
の
税
関
で
は
、小
柄
な
日
本
人
女
性
が
テ
キ
パ
キ
と
指

示
を
出
し
活
躍
し
て
い
る
の
に
目
を
奪
わ
れ
た
。私
達
の
グ
ル
ー
プ
を
日
本

人
と
見
る
と
す
ぐ
側
に
駆
け
寄
り
、日
本
語
で
手
続
き
の
仕
方
を
丁
寧
に
教

え
て
く
れ
た
。「
大
丈
夫
で
す
ね
、わ
か
り
ま
す
ね
」と
私
達
を
安
心
さ
せ
て
立

ち
去
る
。そ
の
最
後
の
笑
顔
が
実
に
素
敵
だ
っ
た
。そ
の
よ
う
に
慌
た
だ
し
い

中
で
、背
の
高
い
外
国
人
紳
士
が
口
に
手
を
当
て
て
あ
く
び
す
る
の
が
目
に

入
っ
た
。私
は「
き
れ
い
」と
思
っ
た
。そ
の
少
し
前
に
日
本
人
女
性
の
大
あ
く

び
を
見
て
、私
も
気
を
つ
け
よ
う
と
思
っ
た
矢
先
だ
っ
た
か
ら
。

　

手
続
き
と
３
時
間
も
の
長
い
待
ち
時
間
を
経
て
、21
時
12
分
発
の
デ
ル
タ

航
空
１
０
１
便
で
南
米
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
首
都
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
へ
飛
ぶ
。

こ
こ
で
再
び
機
内
泊
で
あ
る
。約
10
時
間
の
フ
ラ
イ
ト
で
、午
前
９
時
を
過
ぎ

た
頃
、ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
の
エ
セ
イ
サ
国
際
空
港
に
着
い
た
。入
国
通
関
手

続
き
を
終
え
て
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
の
市
内
へ
。こ
こ
で
初
め
て
空
港
や
飛
行

機
以
外
の
外
の
空
気
を
吸
う
こ
と
が
で
き
た
。私
は
20
年
ぶ
り
、と
思
い
つ
つ

南
米
の
一
月
、真
夏
の
空
の
下
で
深
呼
吸
を
し
た
。

ほ
ぐ

ま
た

し
の
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20
年
前
一
人
で
出
発
し
た
時
は
、現
県
営
名
古
屋
空
港
が
国
際
空
港
だ

っ
た
の
で
、こ
こ
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
、ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、ペ
ル

ー
の
リ
マ
、ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
、南
極
行
き
に
乗
船
す
る

ウ
シ
ュ
ア
イ
ア
港
へ
と
飛
ん
で
、こ
こ
で
初
め
て
一
緒
に
南
極
へ
行
く
外
国
人

と
出
会
い
、40
人
ほ
ど
の
グ
ル
ー
プ
に
な
っ
た
。そ
の
時
は「
こ
の
人
達
と
一

緒
に
行
く
の
か
」と
不
安
を
覚
え
た
が
、今
度
は
成
田
空
港「
第
一
旅
客
タ

ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
・
北
ウ
イ
ン
グ
４
階
新
G
カ
ウ
ン
タ
ー
」が
集
合
場
所
で
、

日
本
中
か
ら
集
っ
た
日
本
人
ば
か
り
で
あ
っ
た
。周
囲
を
見
渡
し
て
も
、確

か
に
南
極
ま
で
行
き
そ
う
な
面
々
で
あ
る
。一
見
し
て
旅
慣
れ
た
者
の
集

ま
り
と
い
っ
た
雰
囲
気
が
あ
り「
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
し
た
ら
、生
涯
南
極
へ

行
く
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
っ
て
ね
」と
か
、元
気
な
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。

　

い
よ
い
よ
搭
乗
。成
田
空
港
発
17
時
35
分
、デ
ル
タ
航
空
２
９
６
便
の

ジ
ャ
ン
ボ
機
で
ア
メ
リ
カ
の
ア
ト
ラ
ン
タ
ま
で
直
行
。所
要
時
間
12
時
間

35
分
の
フ
ラ
イ
ト
で
あ
る
。勿
論
機
内
泊
で
あ
り
、機
内
食
で
あ
る
。国
際

日
付
変
更
線
を
通
過
し
て
し
ば
ら
く
し
た
ら
、夕
食
を
食
べ
た
ば
か
り
な

の
に
、今
度
は
朝
食
が
配
ら
れ
た
。両
隣
と
腕
が
ぶ
つ
か
ら
な
い
よ
う
に
小

さ
く
な
っ
て
機
内
二
食
目
を
口
に
す
る
。

　

何
し
ろ
、半
日
以
上
指
定
さ
れ
た
座
席
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
で
く
く
ら
れ

た
状
態
で
あ
る
。お
手
洗
い
に
行
く
時
が
大
変
。靴
を
手
に
持
ち
寝
て
い
る

人
を
跨
い
で
通
路
に
出
る
。そ
こ
で
靴
を
履
く
、ま
ず
背
伸
び
を
し
て
、頭

を
ぐ
る
ぐ
る
回
し
、首
の
運
動
を
し
て
か
ら
足
の
ふ
く
ら
は
ぎ
を
ポ
ン
ポ

ン
と
10
回
く
ら
い
叩
い
た
後
に
歩
き
出
す
。そ
の
よ
う
に
体
を
解
さ
な
い
と

筋
肉
が
カ
チ
カ
チ
で
動
け
な
い
。

　

一
寸
見
た
と
こ
ろ
ジ
ャ
ン
ボ
機
は
満
席
で
あ
る
。機
内
は
薄
暗
く
し
て
あ

る
が
、思
い
思
い
の
格
好
で
時
を
凌
い
で
い
る
。私
の
座
席
は
運
悪
く
ど
真

ん
中
で
あ
っ
た
が
、右
は
宮
崎
県
の
男
性
、左
側
が
中
津
川
の
女
性
で
二
人

と
も
世
界
中
を
散
歩（
？
）済
み
の
様
子
で
、大
ら
か
な
人
だ
っ
た
。「
こ
ん

　

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
と
日
本
の
時
差
は
12
時
間
、地
球

の
裏
と
い
う
か
日
本
の
丁
度
反
対
側
で
あ
る
。

　

空
港
へ
は
、日
本
人
女
性
の
小
野
さ
ん
と
い
う
人
が
市
内
案
内
役
と
し

て
迎
え
に
来
て
く
れ
た
。ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
在
住
と
の
こ
と
。「
只
今
の
気

温
は
21
度
で
す
が
三
日
前
の
一
月
一
日
は
40
度
も
あ
り
、そ
れ
は
そ
れ
は

暑
か
っ
た
で
す
よ
」と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。そ
う
、日
本
の
一
月
は
真
冬
だ
け

ど
南
半
球
日
本
の
反
対
側
の
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
一
月
は
真
夏
で
あ
る
。こ
こ

で
は
一
月
〜
二
月
が
夏
休
み
休
暇
で
、家
族
揃
っ
て
海
へ
行
く
と
の
こ
と
。

小
野
さ
ん
の
説
明
で「
市
内
に
は
幅
が
１
４
４
ｍ
の
世
界
一
広
い
道
路
が

あ
り
、そ
れ
は
３
㎞
の
長
さ
で
、20
車
線
あ
り
ま
す
」と
聞
い
て「
ワ
ァ

ー
！
」と
い
う
声
が
出
た
。

　

お
昼
は
、ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
市
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
大
き
な
大
き
な
ス

テ
ー
キ
を
食
べ
た
。「
大
き
過
ぎ
る
」と
い
っ
て
食
べ
残
す
人
が
い
る
中
、私

は
大
好
き
な
ス
テ
ー
キ
だ
か
ら
勿
論
、美
味
し
く
き
れ
い
に
馳
走
に
な
っ

た
。こ
の
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
で
は
、一
年
の
牛
肉
の
消
費
量
が
一
人
当
た
り

何
と
70
㎏
と
聞
い
て
、さ
す
が
に
声
も
出
な
か
っ
た
。

　

半
日
の
市
内
見
学
で
、歴
史
あ
る
建
築
物
を
幾
つ
も
見
学
し
た
。ま
ず

２
０
０
年
前
に
建
て
ら
れ
た
大
聖
堂
や
、１
０
８
年
前
に
建
築
さ
れ
た
オ

ペ
ラ
ハ
ウ
ス
は
見
事
で
あ
っ
た
。ま
た
、デ
コ
レ
ー
タ
墓
地
は
、２
０
０
年
前

に
建
て
ら
れ
て
墓
地
で
４
０
０
０
戸
も
あ
る
。ひ
と
つ
の
街
全
体
が
墓
地

で
あ
り
、日
本
の
お
墓
と
は
全
く
異
な
る
。お
墓
と
い
っ
て
も
一
つ
一
つ
が
立

派
で
大
き
な
建
築
物
に
な
っ
て
い
て
、私
達
日
本
人
の
目
に
は
一
戸
建
て
の

素
晴
ら
し
い
家
が
並
ぶ
見
事
な
住
宅
街
、街
並
み
で
あ
る
。

　

市
内
を
流
れ
る
ラ
プ
ラ
タ
川
も
20
年
前
に
見
た
時
は
夕
方
で
あ
っ
た
為
、

水
面
に
夕
日
が
映
え
て
そ
の
美
し
さ
が
心
に
残
っ
た
。そ
の
時
は
二
度
と
こ

の
川
を
見
る
こ
と
は
無
い
と
思
っ
た
の
に
、こ
こ
で
再
び
こ
の
川
に
出
会
っ

た
。20
年
前
に
書
い
た
短
編
小
説
の
中
に
、私
は
こ
の
ラ
プ
ラ
タ
川
を
取
り

な
狭
い
檻
の
中
、お
互
い
様
よ
」と
嫌
な
顔
ひ
と
つ
せ
ず
通
し
て
く
れ
る
。有

難
か
っ
た
。正
に
エ
コ
ノ
ミ
ー
症
候
群
に
か
か
り
そ
う
で
あ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
の
ア
ト
ラ
ン
タ
に
着
い
た
。12
時
間
35
分
も
乗
っ
て
き
た
の
に
、

日
付
変
更
線
を
越
え
て
日
本
よ
り
東
に
来
た
の
で
、日
付
は
一
月
三
日
の
ま

ま
で
あ
る
。一
月
三
日
に
家
を
出
て
一
日
過
ぎ
た
は
ず
な
の
に
、一
月
三
日
を

二
回
過
ご
す
事
に
な
る
。

　

ア
ト
ラ
ン
タ
空
港
に
着
い
た
後
、入
国
通
関
の
手
続
き
。大
き
な
空
港
の
中

は
人
人
人
で
顔
も
世
界
中
の
顔
が
あ
る
。こ
こ
は
乗
り
継
ぎ
で
あ
る
。待
ち
時

間
３
時
間
で
今
度
は
南
米
の
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
へ
飛
ぶ
。こ
の
ア
ト
ラ
ン
タ
空
港

の
搭
乗
ロ
ビ
ー
は
床
面
積
が
素
晴
ら
し
い
絵
柄
の
ジ
ュ
ー
タ
ン
敷
で
あ
り
、ゴ

ミ
一
つ
落
ち
て
い
な
い
。私
は「
素
晴
ら
し
い
」と
声
が
出
た
。日
本
人
旅
行
者

と
し
て
驚
い
た
。

　

ア
ト
ラ
ン
タ
空
港
の
税
関
で
は
、小
柄
な
日
本
人
女
性
が
テ
キ
パ
キ
と
指

示
を
出
し
活
躍
し
て
い
る
の
に
目
を
奪
わ
れ
た
。私
達
の
グ
ル
ー
プ
を
日
本

人
と
見
る
と
す
ぐ
側
に
駆
け
寄
り
、日
本
語
で
手
続
き
の
仕
方
を
丁
寧
に
教

え
て
く
れ
た
。「
大
丈
夫
で
す
ね
、わ
か
り
ま
す
ね
」と
私
達
を
安
心
さ
せ
て
立

ち
去
る
。そ
の
最
後
の
笑
顔
が
実
に
素
敵
だ
っ
た
。そ
の
よ
う
に
慌
た
だ
し
い

中
で
、背
の
高
い
外
国
人
紳
士
が
口
に
手
を
当
て
て
あ
く
び
す
る
の
が
目
に

入
っ
た
。私
は「
き
れ
い
」と
思
っ
た
。そ
の
少
し
前
に
日
本
人
女
性
の
大
あ
く

び
を
見
て
、私
も
気
を
つ
け
よ
う
と
思
っ
た
矢
先
だ
っ
た
か
ら
。

　

手
続
き
と
３
時
間
も
の
長
い
待
ち
時
間
を
経
て
、21
時
12
分
発
の
デ
ル
タ

航
空
１
０
１
便
で
南
米
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
首
都
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
へ
飛
ぶ
。

こ
こ
で
再
び
機
中
泊
で
あ
る
。約
10
時
間
の
フ
ラ
イ
ト
で
、午
前
９
時
を
過
ぎ

た
頃
、ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
の
エ
セ
イ
サ
国
際
空
港
に
着
い
た
。入
国
通
関
手

続
き
を
終
え
て
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
の
市
内
へ
。こ
こ
で
初
め
て
空
港
や
飛
行

機
以
外
の
外
の
空
気
を
吸
う
こ
と
が
で
き
た
。私
は
20
年
ぶ
り
、と
思
い
つ
つ

南
米
の
一
月
、真
夏
の
空
の
下
で
深
呼
吸
を
し
た
。

込
ん
で「
宵
待
草
」と
題
し
て
綴
っ
た
。ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
ラ
プ
ラ
タ
川
に
は
、

自
分
な
り
の
思
い
出
が
あ
る
。

　

夜
は
、一
寸
豪
華
に
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
タ
ン
ゴ
の
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー
を
オ
プ
シ
ョ

ン
し
た
。ス
テ
ー
ジ
を
観
な
が
ら
自
然
と
手
拍
子
が
出
て
く
る
。さ
す
が
に
タ

ン
ゴ
の
本
場
で
あ
る
。熱
気
ム
ン
ム
ン
の
劇
場
が
そ
の
ま
ま
レ
ス
ト
ラ
ン
に
な

っ
て
い
て
、食
事
を
楽
し
み
な
が
ら
情
熱
的
な
踊
り
に
引
き
込
ま
れ
る
。充
実

し
た
タ
ン
ゴ
鑑
賞
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
日
は
、ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
市
内
の
ブ
リ
ッ
ク
ホ
テ
ル
泊
。成
田
か
ら
22

時
間
35
分
飛
行
機
に
乗
り
、二
晩
連
続
で
機
内
泊
を
し
て
き
た
体
、や
っ
と
ホ

テ
ル
の
ベ
ッ
ド
で
眠
る
こ
と
が
で
き
る
。と
思
っ
た
途
端
に
私
は
睡
魔
に
襲
わ

れ
、モ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ル
で
飛
び
起
き
た
。（
つ
づ
く
）
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川
島
公
子
（
か
わ
し
ま
　

き
み
こ
）

小
牧
市
文
芸
協
会「
詩
文
の
会
」所
属

小
牧
市
外
堀
在
住

　

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
と
日
本
の
時
差
は
12
時
間
、地
球

の
裏
と
い
う
か
日
本
の
丁
度
反
対
側
で
あ
る
。

　

空
港
へ
は
、日
本
人
女
性
の
小
野
さ
ん
と
い
う
人
が
市
内
案
内
役
と
し

て
迎
え
に
来
て
く
れ
た
。ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
在
住
と
の
こ
と
。「
只
今
の
気

温
は
21
度
で
す
が
三
日
前
の
一
月
一
日
は
40
度
も
あ
り
、そ
れ
は
そ
れ
は

暑
か
っ
た
で
す
よ
」と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。そ
う
、日
本
の
一
月
は
真
冬
だ
け

ど
南
半
球
日
本
の
反
対
側
の
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
一
月
は
真
夏
で
あ
る
。こ
こ

で
は
一
月
〜
二
月
が
夏
休
み
休
暇
で
、家
族
揃
っ
て
海
へ
行
く
と
の
こ
と
。

小
野
さ
ん
の
説
明
で「
市
内
に
は
幅
が
１
４
４
ｍ
の
世
界
一
広
い
道
路
が

あ
り
、そ
れ
は
３
㎞
の
長
さ
で
、20
車
線
あ
り
ま
す
」と
聞
い
て「
ワ
ァ

ー
！
」と
い
う
声
が
出
た
。

　

お
昼
は
、ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
市
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
大
き
な
大
き
な
ス

テ
ー
キ
を
食
べ
た
。「
大
き
過
ぎ
る
」と
い
っ
て
食
べ
残
す
人
が
い
る
中
、私

は
大
好
き
な
ス
テ
ー
キ
だ
か
ら
勿
論
、美
味
し
く
き
れ
い
に
馳
走
に
な
っ

た
。こ
の
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
で
は
、一
年
の
牛
肉
の
消
費
量
が
一
人
当
た
り

何
と
70
㎏
と
聞
い
て
、さ
す
が
に
声
も
出
な
か
っ
た
。

　

半
日
の
市
内
見
学
で
、歴
史
あ
る
建
築
物
を
幾
つ
も
見
学
し
た
。ま
ず

２
０
０
年
前
に
建
て
ら
れ
た
大
聖
堂
や
、１
０
８
年
前
に
建
築
さ
れ
た
オ

ペ
ラ
ハ
ウ
ス
は
見
事
で
あ
っ
た
。ま
た
、デ
コ
レ
ー
タ
墓
地
は
、２
０
０
年
前

に
建
て
ら
れ
た
墓
地
で
４
０
０
０
戸
も
あ
る
。ひ
と
つ
の
街
全
体
が
墓
地

で
あ
り
、日
本
の
お
墓
と
は
全
く
異
な
る
。お
墓
と
い
っ
て
も
一
つ
一
つ
が
立

派
で
大
き
な
建
築
物
に
な
っ
て
い
て
、私
達
日
本
人
の
目
に
は
一
戸
建
て
の

素
晴
ら
し
い
家
が
並
ぶ
見
事
な
住
宅
街
、街
並
み
で
あ
る
。

　

市
内
を
流
れ
る
ラ
プ
ラ
タ
川
も
20
年
前
に
見
た
時
は
夕
方
で
あ
っ
た
為
、

水
面
に
夕
日
が
映
え
て
そ
の
美
し
さ
が
心
に
残
っ
た
。そ
の
時
は
二
度
と
こ

の
川
を
見
る
こ
と
は
無
い
と
思
っ
た
の
に
、こ
こ
で
再
び
こ
の
川
に
出
会
っ

た
。20
年
前
に
書
い
た
短
編
小
説
の
中
に
、私
は
こ
の
ラ
プ
ラ
タ
川
を
取
り

込
ん
で「
宵
待
草
」と
題
し
て
綴
っ
た
。ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
ラ
プ
ラ
タ
川
に
は
、

自
分
な
り
の
思
い
出
が
あ
る
。

作
者

紹
介

（
次
回
令
和
７
年
９
月
号
へ
続
く
）

ティールームティールーム

　

夜
は
、一
寸
豪
華
に
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
タ
ン
ゴ
の
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー
を
オ
プ
シ
ョ

ン
し
た
。ス
テ
ー
ジ
を
観
な
が
ら
自
然
と
手
拍
子
が
出
て
く
る
。さ
す
が
に
タ

ン
ゴ
の
本
場
で
あ
る
。熱
気
ム
ン
ム
ン
の
劇
場
が
そ
の
ま
ま
レ
ス
ト
ラ
ン
に
な

っ
て
い
て
、食
事
を
楽
し
み
な
が
ら
情
熱
的
な
踊
り
に
引
き
込
ま
れ
る
。充
実

し
た
タ
ン
ゴ
鑑
賞
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
日
は
、ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
市
内
の
ブ
リ
ッ
ク
ホ
テ
ル
泊
。成
田
か
ら
22

時
間
35
分
飛
行
機
に
乗
り
、二
晩
連
続
で
機
内
泊
を
し
て
き
た
体
、や
っ
と
ホ

テ
ル
の
ベ
ッ
ド
で
眠
る
こ
と
が
で
き
る
。と
思
っ
た
途
端
に
私
は
睡
魔
に
襲
わ

れ
、モ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ル
で
飛
び
起
き
た
。

ブエノスアイレス市内

大聖堂



【筆者紹介】
井出留美（いで・るみ）　奈良女子大学食物学科卒、博士（栄養学/女子栄養大学大学院）、修士（農学
/東京大学大学院農学生命科学研究科）。ライオン、青年海外協力隊、日本ケロッグ広報室長等歴任。
東日本大震災食料支援での廃棄に衝撃を受け、㈱office 3．11を設立。食品ロス削減推進法成立に
協力した。『賞味期限のウソ』（幻冬舎新書）、『捨てないパン屋の挑戦』（あかね書房）など著書多数。

スーパーでは精米して
1か月のコメは商品棚から撤去される！？

食品ロス問題ジャーナリスト　井 出 留 美

P41【答え】 ①…古今東西　②…興味本位

お米問題について
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　スーパーでは精米してから１か月を経過したコメは商品棚から撤去されることを取材で知りました。私の義父母は
長野県でコメや野菜を作っています。収穫したコメは玄米として長く保管しますので、精米して１か月で処分すること
に驚きました。
　そのスーパーをＰ社としましょう。Ｐ社では、以前は商品棚から撤去したコメは捨てていたそうですが、近くにフー
ドバンクができてからは寄付しているそうです。スーパーＱ社にも聞いてみました。Ｑ社では、精米後４０日で商品棚
から撤去しますが、捨てる、従業員に安く売る、フードバンクに寄付すると処分方法は店舗によって異なりました。
スーパーＲ社では、精米後５０日で商品棚から撤去してコメの納入業者に返品、その納入業者は外食産業にまわすと
のことでした。スーパーＸ社では、精米して１か月になる前に割り引きして売っているそうです。このように、多くの
スーパーでは精米してから１か月前後で商品棚から撤去してしまいます。近くのスーパーで見てみてください。精米時
期として「○月初旬」「○月下旬」などと書いたコメがあると思いますが、精米時
期から２か月以上経ったコメは置いていない店がほとんどだと思います。
　なぜでしょうか？ あるコメのパッケージを見ると、夏場においしく食べられる
期間は「精米から１か月程度」と書かれています。冬場だともっと長いのですが、
一番短い時期に合わせて商品棚から撤去するのでしょう。不思議なのは、１合や
３００ｇなど小サイズのコメには賞味期限が表示されており、精米から６か月～１
年の日付が「賞味期限」として書かれていることです。一方では精米して１か月強
で棚から撤去されるのに、もう一方では１年近く置かれるって、なんだか変ですよ
ね。
　とはいえ、食品業界には「３分の１ルール」という商習慣があり、賞味期限の最
初の３分の１で「納品期限」が切れ、次の３分の１で「販売期限」が切れるので、１
年間の賞味期限ギリギリまでは売らないのですが･･･。たとえば１２か月の賞味期限であれば、製造から３分の１（４
か月）までの間に、メーカーはコンビニやスーパーに納品しなければなりません。次の３分の１（製造から８か月）ま
での間に販売しきらないといけません。販売期限が切れたら商品棚から撤去されるのです。２０１３年には３分の１
ルールによって年間１２００億円以上の損失が発生していました。２０２３年では年間４００～５００億円程度に減っ
てきてはいるものの、まだ食品ロスは発生しています。
　台湾では、市販されているコメは真空パックで売られているそうです。精米後１年間おいしく食べることが可能で
す。日本でも真空パックで売ることはできないのでしょうか。コスト高であれば、商品棚に置く期間を延ばしてもいい
のではと思います。
　２０２３年の酷暑とインバウンド消費でコメの在庫が薄くなっています。コメどころですらコメの在庫がない状況
です。貴重なコメが捨てられないようにと心から願っています。

お米問題について



※写真はイメージ※写真はイメージ ☎0568-75-7111

　壮麗な犬山城とミステリアスな茶室「如庵」を有する日本庭園有楽苑。
　2つの国宝に囲まれるホテルインディゴ犬山有楽苑は、その土地の文化
や歴史を取り入れたライフスタイル・ブティックホテル。
　ストーリーのある遊び心満載のインテリア、犬山唯一の天然温泉など
ビビッドで非日常な体験をお届けします。

　犬山駅から徒歩1分の場所にあり、ホテルに足を踏み入れた時から「犬山体験」を楽しめる、
地域体験型ホテル。旅のひと時を盛り上げるイベント、犬山を感じさせる空間でお待ちしています。

ホテルインディゴ犬山有楽苑

名鉄小牧ホテル

ホテルミュースタイル 犬山エクスペリエンス

」照山車ンチッキムーホゴィデンイ「 ンラトスレ
シーズナルスイーツビュッフェ

宴会パーティープラン

20名以上からご予約承ります。 ご利用時間は2時間までとなります。

※料理、フリードリンク、室料、音響照明費、サービス料、消費税を含んだ料金です。

※サービス料、消費税を含んだ料金です。

※素泊まり料金（日別変動）からの10%引きとなります。
※ご予約は右記の二次元バーコードを読み取り、行ってください。
※朝食は現地にてお申し込みください。〈朝食料金〉大人1,600円

10,000円

下記商品の10%OFF券です
最大4名様までご利用可能です

☎0568-75-7887 ☎0568-75-9533

小会席「華」
味覚会席「四季」

■

■

■

季節会席

■アザレア各種ランチ
■アフタヌーン宝石箱
■アニバーサリーケーキ

■小会席「華」
■味覚会席「四季」
■季楽会席
■アザレア各種ランチ
■アフタヌーン宝石箱
■アニバーサリーケーキ

※お会計時にこちらをご提示ください。
10%OFF Ticket

有効期限：2025年4月25日（金）まで

有効期限：2025年4月25日（金）まで

☎0568-54-3111（代表）お問合わせ

☎0568-61-2211

1名様分料金 
無料

クーポンご利用で

小牧法人会会員様限定

予約連絡先

予約連絡先

クーポンご利用で

クーポンご利用で

小牧法人会会員特典

10%OFF
対象商品

10%OFF
対象商品

10%OFF宿泊料金

部屋タイプ
モデレートダブル ………

………
●

●
8,900円～

モデレートツイン 11,400円～

昔ながらで懐かしさを感じさせる豊かなフードカルチャーに注目し、ホテル
の近くのエリア“ネイバーフッド”の旬の食材や歴史、文化にインスパイアさ
れたフード体験をお届けします。季節のフルーツなどを使った数種類のス
イーツをご用意しています。四季を彩るパティシエ特製のスイーツの数々を
心ゆくまでお楽しみください。

パーティ会場の「響」（ひびき／260㎡）は、歴史と自然が融合したエネル
ギッシュな空間です。シェフが腕を振るう料理を味わい、非日常のひとときを
お楽しみください。

4,000円料 金

13：30～15：00（L.O 14:30)時 間

宿泊料金10%OFF

料金10%OFF

※素泊まり料金（日別変動）からの
10%引きとなります。

ホテルの
ご予約は
こちらから

小牧法人会会員様限定

小牧法人会会員様限定

小牧法人会会員様限定

☎0568-61-2211

有効期限：2025年4月25日（金）まで

有効期限：2025年4月25日（金）まで

会員割引券
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会員割引券



※代表者役職名・代表者名もご記入ください。

E-メール @

※代表者役職名・代表者名もご記入ください。

住所又は
所 在 地

E-メール @

公益社団法人　小牧法人会　宛

公益社団法人　小牧法人会事務局

※

内
案
ご
の
度
制
生
厚
利
福
び
及
付
送
の
等
紙
関
機
、
知
通
催
開
の
等
議
会
諸
・
会
修
研
、
は
報
情
人
個
た
い
だ
た
い
出
提
ご

。
ん
せ
ま
り
あ
切
一
は
と
こ
る
す
用
利
で
的
目
の
外
以
れ
そ
、
し
用
利
に
め
た
の
動
活
業
事
の
会
本
ど
な

次の事項に変更がありましたのでご連絡いたします。

住所又は所在地

資　　本　　金

法　　人　　名

事　業　種　目

代　　表　　者

組　　　　　織

決　　算　　期

その他（電話番号等）

法人の設立後、以下の事項に変更等がありましたら、変更届を（FAX0568－73－4263）小牧法人会事務局へ
ご提出下さいますようお願い申し上げます。

法人会事務局からのお願い

40

法人会事務局からのお願い

法人の設立後、以下の事項に変更等がありましたら、変更届を（FAX0568－73－4263）小牧法人会事務局へ
ご提出下さいますようお願い申し上げます。



※空いているマスに漢字を入れて、四字熟語を完成させましょう。
　すべて完成させ、タテに読むと、また別の四字熟語が完成します。 なんだかわかりますか？

【作者紹介】株式会社ニコリ　日本初のパズル専門誌「パズル通信ニコリ」を発行する出版社。
数独・クロスワードなどのパズルをメディアへ提供するコンテンツメーカーでもある。パズルＡ
ＳＰ「ｅ-数独」をＢtoＢ向けにリリース。
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令和7年1月1日

事務局

印刷所 春日井印刷株式会社
春日井市浅山町1丁目3番50号

小 牧 市 小 牧５丁目2 5 3 番 地
（小牧商工会議所会館５階）

〒485－0041   TEL（0568）72－9726
FAX（0568）73－4263

e-mail：info@komakihoujinkai.or.jp

発行所 公益社団法人  小牧法人会

コラム

「お正月は  何故
　あけましておめでとうございます
　　　　　　　　　 と言うのか？」

2025.1　VOL.189

めざします企業の繁栄と社会への貢献

　毎年お正月の１月１日に家族や年賀状で
「明けましておめでとうございます」とほとんどの方が言われ
ると思いますが何故そういうのか皆さんご存知でしょうか？
　昨年、孫から聞かれて改めて調べてみました。
　お正月は新たな年、つまり年神（歳神）様をお迎えするとい
うこと。
　年神（歳神）様というのは、古来より日本人の暮らしの中で
伝えられてきた神様でご先祖様のことで、新年になると年神
（歳神）として子孫の家庭を訪れ、各家庭に繁栄をもたらし、
見守ってくれるのです。
　門松は歳神様を迎える目印、しめ縄は神聖な場つくり、鏡
餅は歳神様が宿る所で家族が食べる事
で1年間無事にいられる。
との事のようです。今年は素晴らしい年
になる予感がしてきました。

春日井南支部　マルワ工業㈱　吉見正彦

①

去年

典音楽

年

海地方

洋将棋

？

？

？

？

②

線

料理

文芸復

口三

日

天文単

？

？

？

？



愛知総合支社
〒451-6029愛知県名古屋市西区牛島町名古屋ルーセントタワー29階

〒460－0008　愛知県名古屋市中区栄5－27－12
TEL. 052－857－1400　FAX. 052－251－2142

名古屋支店
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